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開  会  

委 員 長  おはようございます。 

 本日３月１１日は、東日本大震災の発生から１３年目です。大勢の方々が犠牲に

なり、いまだ行方が分からない方もおられます。 

 また、本年元日に発生した能登半島地震においても甚大な被害があり、多くの方々

が犠牲になりました。 

 本日は、議場におられます皆様で、お亡くなりになられた方々に対し、哀悼の意を

表するため黙とうをささげたいと思います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 皆様、ご起立ください。 

 （全員起立） 

 黙とう。 

 （出席者全員黙とう） 

委 員 長  お直りください。 

 ご協力ありがとうございました。 

 ご着席ください。 

 （全員着席） 

 本日の出席委員は１４人につき、定足数に達しております。 

 ただいまから予算審査特別委員会を開会します。 

（１０：００） 

委 員 長  これから本日の会議を開きます。 

 お諮りします。 

 予算審査特別委員会の日程は、議会運営委員会にて協議を行い、本日３月１１日

から１３日を審査日程にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 したがって、本特別委員会は本日３月１１日から１３日を審査日程期間とするこ

とに決定しました。 

 会議で付託されました議案第１９号から議案第２５号までを審査いたしますが、

審査の方法についてお諮りします。 

 審査の方法は、議会運営委員会で協議を行い、議案第１９号「令和６年度筑前町一

般会計予算について」は、所管課ごとに歳出の審査を行い、全ての所管課の歳出の審

査が終わって歳入を審査いたします。議案第２０号から議案第２５号までの各予算

については、会計ごとに審査を行います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

委 員 長  異議なしと認めます。 

 予算審議に入る前に、令和６年度筑前町一般会計予算の概要について説明を求め

ます。 

 財政課長 

財政課長 

 

 おはようございます。 

 令和６年度筑前町一般会計当初予算の概要について説明いたします。 

 予算書、３ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４９億９,２３９万８,００

０円と定めるものです。 
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 第２条、地方債におきましては、第２表になります。 

 １１ページをご覧ください。起債の目的ごとの限度額を定めるものです。 

 限度額の合計は９億９,１０９万１,０００円です。 

 ３ページに戻っていただきまして、第３条、一時借入金につきましては、借入れの

最高額を１５億円と定めるものです。 

 第４条、歳出予算の流用につきましては、報酬、給料、職員手当等、共済費及び旅

費は、同一款内であれば流用できることを定めるものです。 

 それでは、１２ページの総括により説明いたします。 

 歳入につきましては、各課の歳出説明の後に歳入説明の時間がありますので、要

点のみ説明いたします。 

 １款町税の本年度予算額は、前年度比１億９６５万１,０００円増の３４億７,０

２８万６,０００円を計上しております。 

 ２款地方譲与税から１３款交通安全対策特別交付金までの各交付金については、

実績により計上しております。 

 １２款地方交付税は、前年度比７,８１９万５,０００円減の３９億２７４万８,０

００円です。 

 １６款国庫支出金は、前年度比４億９,０５７万８,０００円増の２０億２,１３０

万１,０００円です。増額の主なものは、保育施設整備交付金及びデジタル田園都市

国家構想交付金の増によるものです。 

 １７款県支出金は、前年度比１億２,８９２万５,０００円増の１３億２,３９６万

４,０００円です。増額の主なものは、保育所運営費負担金及び林業木材産業循環成

長対策交付金の増によるものです。 

 １９款寄附金は、前年度比５,０００万円増の２億８,０３６万６,０００円を計上

しております。このうち２億５,０００万円は、ふるさと応援寄附金です。 

 ２０款繰入金につきましては、財政調整基金及び特定目的基金の繰り入れ並びに

住宅新築資金等貸付事業特別会計繰入金として、前年度比２億１,７２３万７,００

０円増の１１億８,８１６万９,０００円を計上しております。 

 １３ページの２３款町債は、前年度比６億３,６０９万５,０００円増の９億９,１

０９万１,０００円を計上しております。 

 次に、歳出について説明いたします。１４ページをお願いします。 

 本年度予算額は、前年度比１６億６,６３４万円の増額となっております。 

 １款議会費、前年度比２１１万１,０００円増の１億１,０３３万４,０００円。 

 ２款総務費、前年度比９億９,６８０万９,０００円増の２６億８,８２１万６,０

００円。増額の主なものは、コスモスプラザ空調熱源改修工事費、掩体壕整備費の増

によるものです。 

 ３款民生費、前年度比４億２,８９４万７,０００円増の５０億４,５７４万５,０

００円。増額の主なものは保育所等整備事業補助金及び自立支援給付費の増による

ものです。 

 ４款衛生費、前年度比３,８８７万６,０００円減の１３億４,０７１万６,０００

円。減額の主なものは、甘木・朝倉・三井環境施設組合負担金の減によるものです。 

 ５款農林水産業費、前年度比９,７０４万５,０００円増の６億９,０９７万９,０

００円。増額の主なものは、水田農業担い手機械導入支援事業補助金及び林業木材

産業循環成長対策交付金の増によるものです。 

 ６款商工費、前年度比９４万９,０００円増の５,１４２万５,０００円。 

 ７款土木費、前年度比１億６,６８２万７,０００円減の１３億５,９４３万７,０

００円。減額の主なものは、町営住宅大規模改修工事費の減によるものです。 



3 

 

 ８款消防費、前年度比２,０００万９,０００円増の５億４,７７４万９,０００円。

増額の主なものは、広域消防負担金の増によるものです。 

 ９款教育費、前年度比３億５,４６５万１,０００円増の１８億５３万４,０００

円。増額の主なものは、中牟田小、東小田小教室増築工事費の増によるものです。 

 １０款災害復旧費、前年度比１,３３０万円増の１,６５０万円。 

 １１款公債費、前年度比４,１７７万８,０００円減の１３億１,０７６万３,００

０円。 

 １３款予備費、前年度同額の３,０００万円。 

 予算書１２６ページから１３８ページまでは給与費明細書、１３９ページは継続

費に関する調書、１４０ページ、１４１ページは債務負担行為に関する調書、１４２

ページは地方債の現在高の見込みに関する調書となります。 

 以上で説明を終わります。 

委 員 長  一般会計予算概要の説明が終わりました。 

 この件で質疑があればお受けします。 

 田中委員 

田中委員  令和６年度予算審議にあたり、全体を統括した意見を述べさせていただきたいと

思います。 

 新年度予算は特徴として大きく２つあるのかと思っております。 

 １つ目は、筑前町合併２０周年を迎えるにあたり、大きな節目となる予算のこと

です。２つ目は、一般会計だけでも約１５０億円という過去最大の規模となること

です。 

 先般、本定例会の冒頭、田頭町長より合併２０周年を迎えるにあたり、その統括が

述べられました。合併の目的とした少子高齢化の対応を基軸に、地域活性化、教育及

び生活、環境整備、産業振興等、各種事業の統括が図られました。これらを踏まえ、

今回の予算審議のポイントとして３つを挙げたいと思います。 

 １つ目は、先般、町長が合併２０周年の総括で触れましたが、新年度はその総括に

基づいた予算提案となっているかどうか。 

 ２つ目に、合併２０周年を節目に今後１０年、２０年先のまちづくりを見据えた

予算であるかどうか。この場合、老朽化が進むインフラ等資産等の対応についても

伺いたいと思っております。 

 ３つ目に、過去最大規模の予算提案となったわけでございますが、この予算編成

の中でも選択と集中、スクラップ・アンド・ビルドが確かなものか。 

 これら３つのポイントが、今回予算の審議をする中で重要な視点と考えておりま

す。いずれにいたしましても予算はまちづくりの全てを議案として表現し、議会に

提案されたものでございます。住民代表の議会は、新年度予算が住民の立場から見

てどのような効果が表れるのか、それらの見込みは、費用は適正なのか、そういった

視点で予算についても質疑、確認していくところでございます。 

 どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

委 員 長  ほかに質疑はございますか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 議案第１９号「令和６年度筑前町一般会計予算について」を議題とします。 

 議会事務局、監査事務局の予算説明を求めます。 

 議会事務局長 

議会事務局長 

 

 議会事務局、監査事務局の予算について説明をいたします。 

 予算書の３４ページをお願いいたします。 
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 １款１項１目議会費でございます。令和６年度予算総額は１億１,０３３万４,０

００円での計上となりました。昨年度と比べ２１１万１,０００円の増額となってお

ります。 

 それでは、人件費以外で増減があった主なものを説明いたします。 

 ８節旅費２９万４,０００円の減額でございます。２年に１回参加しております議

会広報委員会全国研修会への不参加等によります予算減でございます。 

 １２節委託料３６万１,０００円の減額は、令和５年度に導入いたしました議会会

議システム初期費用の減によるものでございます。 

 予算書３５ページをお願いいたします。 

 １３節使用料及び賃借料５０万９,０００円の増額でございます。議会会議システ

ム使用月数の増、及びシステム安定運用のためのデータ保存容量追加に伴うもので

ございます。 

 次に、監査の予算を説明いたします。 

 予算書５８、５９ページをお願いいたします。 

 ２款６項１目監査委員費でございます。本年度予算額１４１万３,０００円を計上

しております。委員の報酬、各監査時の費用弁償、研修旅費など、必要な経常経費を

積み上げて計上しております。 

 １８節負担金及び交付金３万円の増は、県監査委員協議会負担金増額によるもの

でございます。 

 以上で、議会事務局及び監査事務局の予算説明を終わります。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、議会事務局、監査事務局の予算説明を終わります。 

 総務課の予算説明を求めます。 

 総務課長 

総務課長 

 

 総務課です。 

よろしくお願いいたします。 

 令和６年度一般会計当初予算の総務課の歳出予算の説明をいたします。 

 まずは、お手元のほうに配付させていただいております、紙のほうでは予算書の

１２５ページから１２９ページ、タブレットでは１２６ページからになっておりま

すが、その差し替えにつきましては、改めて精査をしたところ誤りがあるというこ

とが判明いたしました。以後、十分に精査し、提出するとともに訂正とおわびを申し

上げます。 

 なお、タブレット内の予算書につきましては、差し替え後の分という形で入れて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

大変申し訳ございませんでした。 

 さて、令和６年度も各事業の取り組みを進めていきますが、特に６年度は合併２

０周年の記念すべき年でございます。２１年目のスタートに向けてさらに本町が発

展していくことを念頭に、合併２０周年記念事業を庁内一体的な取り組みで進めて

いきますので、ご指導ご協力をよろしくお願いいたします。 

 ６年度の総務課予算総額は１億９,８７８万２,０００円で、前年度から４,４２９

万４,０００円の増額となっています。増額の主な要因は、合併２０周年記念事業費、

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業に県知事選挙経費などを含めて新た

に予算計上したものであり、内容につきましては関係項目のところでご説明いたし



5 

 

ます。 

 それでは、予算書の３５ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目一般管理費。全般的な管理事務経費を予算計上しており、予算総額

は６,００９万６,０００円増額の４億８３９万９,０００円となっていますが、２節

から４節までは特別職及び職員等の人件費関係、１０節需用費と１３節使用料及び

賃借料の一部に財政課所管の予算が含まれており、この関係分を除き、総務課の歳

出予算額としましては前年度から３,１３０万３,０００円増額の８,２６５万７,０

００円となります。 

 なお、人件費関係予算につきましては、１２月定例会及び１月臨時会において可

決となっています特別職及び職員の給与等の改定分での予算計上、今回の３月定例

会で条例改正のご提案をしています会計年度任用職員の手当等についても改定予定

での予算計上としていますので、よろしくお願いします。 

 山本一洋委員からの、人件費が前年度比６.９％増となっており、年々増加傾向で

ある。今後の財政運営含め人事政策の基本的な考え方についてお尋ねしたいという

事前質疑にお答えしたいと思います。 

 昨年も同様の質問をされておりますけれども、委員が言ってあるとおり人件費に

つきましては年々増加傾向となっていますが、これは委員ご承知のように人事院勧

告等に伴う職員給や会計年度任用職員の報酬、手当等の増によるもので、今般の社

会経済情勢等を踏まえれば、今後も給与、報酬等の増が考えられますので、安定した

財政基盤の構築に向けて人員マネジメントを適切に行い、効率的な業務執行体制の

構築に努め、引き続き財政課とも協議検討、協力体制で、人件費の適正な管理運営に

努めていきたいと考えています。 

 今後の人事政策の基本的な考え方につきましては、５年９月の定例会での原口議

員からの一般質問でもお答えしているところでございますが、今般の社会情勢、人

口増に伴う住民ニーズの多種多様化や災害などの対応等から人員不足はあるという

ふうに現状でも考えております。現状は限られた人材の中での少数精鋭主義を基本

とした弾力的な対応となるということは言うまでもございません。しかしながら、

近年の病気休暇者、子育て支援での育児休業者等に対する職場体制、定年延長、令和

１９年度末から２１年度末で３３人の定年退職予定者数を抱えていることへの対

応、専門職の体制、年齢構成の平準化などの多くの課題があるのも現状です。 

 これらの課題に対して、本町における採用を含めた適切な職員定数計画の見直し

を行い、その中で必要とする会計年度任用職員数の見直しを含め、組織体制運営を

図っていきたいと考えています。また、職場環境の向上、不正防止や職員のモチベー

ション向上を含め、職員の職務適性を見極めるためにも人事制度は重要なことであ

り、研修制度を活用した人材育成・配置は非常に大切な一つと考えておりますので、

採用、育成、評価と人事制度の連動性も併せて取り組みを進めていきたいと考えて

おります。よろしくお願いいたします。 

 それでは、主な増額要因についてご説明いたします。 

 主な増額要因は、増額の約７割である合併２０周年記念事業費２,１６８万円で

す。予算書は３６ページから３８ページに合併２０周年記念事業と明記しているも

のとなります。 

 令和７年２月２３日日曜日に予定をしております記念式典をはじめ、住民代表の

皆様で構成しています企画検討会、職員で構成しているプロジェクトチーム委員会

等で協議検討しています各種事業に取り組み、６年度は町全体を合併２０周年で盛

り上げ、２１年目のスタートに向けて取り組みたいと考えています。必要に応じて

事業等のお知らせをしていきたいと思いますので、ご指導ご協力をよろしくお願い
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いたします。 

 山本一洋委員からの合併記念式典の内容は、という事前質疑についてお答えしま

す。 

 お尋ねの合併記念式典は、現在の計画では合併記念式典を、先ほど申し上げまし

たが、令和７年２月２３日の日曜日に開催予定としております。場所につきまして

は、内容等を詰めた上でコスモスプラザかめくばーるで開催予定と考えております

けども、この式典開催時に町民がともに祝い、式典参加、来賓等にもまちの元気さを

ＰＲするなどのために、現時点での計画段階ではございますが、式典会場とは別に

外に飲食店ほかブースを設け、記念巨大ガラポン、２０年史パネル展示、モザイクア

ートなど、２０周年祝いのにぎわいの創出を行おうと考えているものです。 

 変更等、今後あるかもしれませんが、詳細内容等につきましてはこれからさらに

企画検討会、庁内プロジェクトチーム委員会含め協議検討していきますので、今後

ともご指導ご協力をよろしくお願いいたします。 

 次に、５年度は補正予算で対応いたしましたが、各課の職員等の長期による病気

休暇、育児休業等に対応する代替職員等の配置について、補正予算では対応が間に

合わないなどの状況もあることから、６年度につきましては当初予算から人事担当

の総務課におきまして、予備的対応予算措置として会計年度任用職員の報酬と人材

派遣委託料を計上し、これに係る予算が８５０万１,０００円の増額となっていま

す。併せて職員等のメンタル対策も強化する必要があることから、現在実施してい

る対応から、さらに、臨床心理士による相談や状況確認等の回数を増やすなどの対

策で、７節報償費、メンタル相談謝金が１９２万円の増額としています。 

 なお、１８節負担金補助及び交付金で、５年度は甘木・朝倉・三井環境施設組合負

担金（職員分）、福岡県介護保険広域連合負担金（職員分）の２項目につきましては

５年度予算計上しておりましたけども、各団体との交流人事が５年度で終えること

から、６年度予算計上はありません。 

 次に、予算書３８ページをお願いいたします。 

 ２款１項２目文書広報費です。 

 文書管理、法規管理、広報等に要する経費などを計上しており、前年度から１０４

万６,０００円増額の１,９７１万５,０００円の歳出予算計上です。主な増額要因

は、１０節需用費、印刷製本費７２１万９,０００円で、前年度から６１万４,０００

円増額となっています。これは広報ちくぜん印刷費であり、世帯数の増加に伴う発

行部数の増加見込みによるものです。 

 また、１２節文書リサイクル処理委託料２４万９,０００円は財政課からの移管予

算であり、６年度から文書管理事務担当である総務課にて機密文書等のリサイクル

回収等を行うものです。６年度も１２節文書管理システム保守委託料１３１万８,０

００円を計上していますが、６年度は起案文書の電子決裁、行政文書の一元化によ

るペーパーレス化を図っていく計画で取り組みを進めていきます。 

 次に、予算書４２ページをお願いします。 

 ２款１項２１目自治振興費です。前年度とほぼ変わらず３万１,０００円増額の

４,４３４万７,０００円の歳出予算計上です。主な歳出予算は７節報償費の区長報

償金３,８０５万８,０００円であり、世帯数の増加傾向により前年度より２１万円

の増額としています。 

 次に、予算書５１ページから５２ページです。 

 ２款１項３２目地方創生費（推進）です。 

 前年度から４３７万１,０００円減額の２,６９４万７,０００円の歳出予算計上

です。５年度に引き続きふるさと応援基金を活用し、需用費２,３８２万７,０００
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円を計上し、筑前町育ち盛り子どもたちの「食」の応援事業で１８歳までの子どもを

対象に、１人あたり筑前町新米を、６年度は米１０キロから５キロに変更しますが、

配布する計画です。同じく、筑前町元気づくり事業として、町内で卒業卒園等を迎え

る小中学生、保育所や幼稚園児を対象に「イチゴ」を送る計画です。 

 また、地域の魅力発信事業として、１２節テレビ番組制作委託料２５０万円を計

上し、５年度に引き続きＫＢＣの「ふるさとＷｉｓｈ」放送にて本町の魅力を１週間

放映し、情報発信を行うものです。 

 次に、２款１項３３目新型コロナウイルス地方創生費で７,３０９万８,０００円

の歳出予算計上としておりますが、１２節定額減税システム改修委託料１８２万円、

１８節学校給食物価高騰対策支援金６,２７４万円は、それぞれ税務課、教育課の予

算であり、これを除き８５３万８,０００円が総務課の予算計上です。この目の予算

は、令和５年１１月に閣議決定されたデフレ完全脱却のための総合経済対策に低所

得者世帯支援枠を追加拡大するとともに、物価高騰の影響を受けていた生活者や事

業者を引き続き支援するために重点支援地方交付金が追加されたことを踏まえ、６

年度、新たに低所得世帯に該当する世帯への給付、同世帯の１８歳以下の子どもに

対する加算給付、定額減税において十分な支援が受けられなかった者に対する調整

給付の事業を実施するものです。 

 当初予算では、システム改修費用をはじめ必要な事務的経費を計上しており、給

付金予算につきましては補正予算で対応する予定としておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 次に、２款２項１目税務総務費です。 

 予算総額は９,７５７万１,０００円となっていますが、総務課予算は１節の固定

資産評価審査委員報酬２１万円、８節普通旅費の６万１,０００円のうち３万円、１

８節固定資産評価審査委員研修負担金４,０００円であり、合計で前年度から１４万

８,０００円増額の２４万４,０００円となっています。６年度は３年に１回の固定

資産の評価替えの年となっていますので、審査委員会の開催回数を例年の４回から

１０回の開催予定と考えていることから、報酬が前年度から１２万６,０００円増額

の２１万円での予算計上としております。 

 次に、予算書５６ページをお願いいたします。 

 ２款４項１目選挙管理委員会費です。 

 前年度から６万９,０００円減額の予算総額３６万１,０００円で、主に選挙管理

委員の４人の報酬です。 

 続いて、２目選挙啓発費は前年度から２万６,０００円減額の予算総額１９万９,

０００円で、選挙に関する啓発予算としています。 

 続いて、予算書５７ページ、５目県知事及び県議会議員選挙費です。 

 予算総額１,５１４万１,０００円での計上であり、県知事任期が令和７年４月１

０日となっていることから、３月末に選挙執行となる予測に伴い必要と思われる選

挙経費を計上しているものです。選挙執行期日が確定した時点で再度予算等を見直

し、不足等が生じれば補正予算対応と考えております。 

 次に、６目町長選挙費です。 

 予算総額６３万３,０００円での計上であり、町長任期が令和７年４月２３日とな

っていることから、６年度に必要と考えられる選挙経費を計上しているものです。

選挙執行期日が確定した時点で予算等を見直し、繰越予算、債務負担行為等を含め

補正予算対応で考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 予算書の１２６ページをお願いいたします。 

 １２６ページから１３８ページまで、給与費明細書となっています。 
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 一般会計における特別職、職員、会計年度任用職員の６年度予算計上による給与

制度の運用について示しております。説明冒頭に申し上げましたように、差し替え

を行うことになり、申し訳ございませんでした。差し替え後で６年度の当初予算計

上となる運用状況をご確認いただきたいと思っております。 

 なお、会計年度任用職員につきましては、６年度から支給予定の勤勉手当も含め

計上しているところです。ご確認いただきたいと思っております。 

 それでは、石橋委員から提出されています会計年度任用職員の増員の要因と内訳

についての事前質疑についてお答えします。説明冒頭に申し上げました差し替えの

ペーパー、１２７ページでも結構です。 

 ペーパーのほうでは赤字で記していますのが修正後の数値になります。ペーパー

の１２７ページに記されている分では、石橋委員のお尋ねにつきましては、今回の

修正により令和６年度の会計年度任用職員数は１９５人から１９６人へ修正。５年

度の人数も、大変申し訳ございませんが、１７４人から１８４人へ修正することで

１２人の増となります。１９６人につきましては、６年度一般会計予算に計上して

います会計年度任用職員の人数であり、１２人の増員内訳につきましては、６年度

に入ってから時期的に補正予算対応できないなどの長期にわたる育児休業者や病気

休暇者による代替者の対応予算として２名、地方創生臨時交付金事業による１名、

産休・育児休業者等代替等による４名、保育所・保育士１名、障がい者雇用による１

名、校内適応指導教室はじめ教育課関連で３名ということで１２名になります。 

 増員の主な要因としましては、近年の病気休暇者や産前産後休暇及び育児休業者

等代替による見込み増による予算措置計上が主な理由となります。 

 以上で総務課の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書のペーパーですが、３４ページ、７節の報償費の中の上から２番目、採用試

験面接官謝金とありますが、採用試験の面接官は外部から雇っているということで

しょうか。 

委 員 長  総務課長 

総務課長  お答えいたします。 

 ６年度に限らず、採用試験については最終面接試験のときに外部からお招きして

採用試験の中に入って判断をして採用をさせていただいております。 

 以上です。 

委 員 長  木村委員 

木村委員  予算書３６ページの２款１項７節のメンタル相談の件なんですが、その次のペー

ジにもあるんですけれども、現在、心の病気とか病で休まれているとか、いろいろ休

養だとか、現在の状況を教えていただいたら。お願いします。 

委 員 長  総務課長 

総務課長 

 

 お答えいたします。 

 人数で申し上げますけども、育児休業等につきましてはそういった適齢期の方が

多いという状況、それから、病気休暇につきましてはメンタル面につきましてはあ

まり毎年、人数的には変わりませんが、少数いるという形になります。３月１日現在

では休暇者は病気休暇者、それから産休及び育児休業者含めて３月１日で１１人の

お休みがございます。１１人です。３月１日現在で、それは病気休暇者と産休及び育

児休業者含めて全体で１１人です。 

 以上です。 
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委 員 長  河内委員 

河内委員  予算書の３６ページです。 

 １８節負担金補助及び交付金ですが、一番下の合併２０周年記念町民提案事業補

助金、どういった事業に対して補助金が出るんでしょうか。 

委 員 長  総務課長 

総務課長 

 

 

 お答えいたします。 

 これにつきましては債務負担行為で設定をしておりまして、全協の中、そういっ

た部分でご説明申し上げたと思いますけども、それからホームページ、それから広

報紙等でも募集は行っておりますけども、２０周年を迎えるにあたり団体が実施す

る２０周年に関連した事業に要する経費に対して、予算の範囲内で補助金を交付す

るということで設定をしております。 

 ２０周年を記念する目的で自主的に企画し実施するもので、ただし従前から実施

しているものについては合併２０周年を記念して拡充した場合に限るとか、そのよ

うにしております。実施団体につきましては、町内の団体の皆様という形で考えて

いるところです。令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの間に実施し完了

するものとしております。上限は３０万円としておりますけども、そのほか内容精

査の上で、必要であれば、特に町長が必要と認めれば補助金の上限額を変更すると

いった形で、全体で１,０００万円。ほかの団体の皆様方で合併２０周年を祝ってい

ただこう、盛り上げていただこうということで、１年間かけての事業補助金として

いるところでございます。 

 以上です。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  では、町長が必要と認めた事業で上限超えて払う場合が出た場合に、補正予算で

増額をするんですか。 

委 員 長  総務課長 

総務課長 

 

 お答えをします。 

 先ほど申し上げましたように、予算の範囲内で事業実施としておりますので、１,

０００万円内で行うということに変わりはありません。 

 以上です。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で総務課の予算説明を終わります。 

 出納室の予算説明を求めます。 

 出納室長 

出納室長  それでは出納室の予算についてご説明いたします。予算書の３９ページをお願い

いたします。 

 ２款１項４目会計管理費は、出納事務に必要な人件費、事務費、負担金など、経常

的な経費が主な内容となります。本年度予算額１,９８３万２,０００円、前年度比

１,２６１万６,０００円の増となっております。増額の主な要因は２点ございます。 

 １点目は、これまで交付金については振込手数料や納付書収納手数料は無料でし

たが、政府の成長戦略実行計画等において令和６年１０月以降、内国為替制度が公

金にも適用されることになったため、振込手数料及び納付書収納手数料は有料化す

ることになったことに伴い、１１節役務費、１８節負担金補助及び交付金が増額と

なったことです。 

 もう１点は、これまで口座振替や口座振込については事務手続き上、ＤＶＤなど
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の媒体を金融機関に持参し対応しておりましたが、今回総合行政ネットワークＬＧ

ＷＡＮ回線を用いたデータ伝送方式に転換することに伴い、１２節委託料、１３節

使用料及び賃借料が新規増額となったことによるものです。 

 予算書に沿って増額幅が大きいものを中心に説明いたします。 

 １１節役務費です。公金収納等手数料９８７万２,０００円について内訳の一部を

説明しますと、コンビニ収納事務において令和５年度実績に基づき手数料を見積も

った結果、今回２１０万円余に増額したことです。 

 次に、納付書収納手数料について一部有料化の予定で、納付書収納手数料が１件

あたり税込み３３０円を令和４年度ベースで半年分を見積り計上した結果、２９０

万円余の新規増額分を計上しています。また、振込手数料について指定金融機関以

外に振り込む場合は１件あたり税込み１７８円かかる予定であり、令和４年度実績

により積算した結果４１４万円余、新規増額分を計上しております。その他と合わ

せ合計で公金収納等手数料９８７万２,０００円を計上したものです。 

 次に、１２節委託料については、口座振替等の事務手続きをデータ伝送方式に切

り替えることに伴い、金融機関との接続試験、データチェック、データ集約業務を委

託することに必要な費用１１０万円を計上しています。 

 また、１３節使用料及び賃借料の金融機関ファイル伝送サービス使用料について

は、口座振替データ等を伝送するにあたり町指定金融機関等８つの金融機関とそれ

ぞれデータ伝送サービスＡＤＰをつなぐための初期費用及び月額使用料を積算した

結果、合計で２２５万４,０００円を計上したものです。 

 最後に、１８節負担金補助及び交付金については、ＪＡから出納室内に派遣して

いただいている２名の人件費負担額が増加したことにより、３３０万円を計上した

ものです。 

 以上で出納室の予算説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で出納室の予算説明を終わります。 

 企画課の予算説明を求めます。 

 企画課長 

企画課長 

 

 

 

 企画課の令和６年度予算概要についてご説明いたします。予算書の４２ページを

お願いいたします。 

 ４２ページから４４ページにかけまして、２款１項２２目企画費です。 

 予算額２億８,１６０万７,０００円、前年度比較３,３６６万円、職員人件費を除

く企画課所管の予算額は、前年度と比較して２,６１０万６,０００円の増となって

おります。増額の主な要因は、第２次総合計画基本計画及び第３次総合戦略の一体

的な策定に係る経費９６５万円、ふるさと応援寄附金事業に要する経費５９３万円、

ど～んとかがし祭りに係る経費の物価高騰による補助額の増、企業版ふるさと納税

制度により戦跡保存活用事業に寄附をいただいた企業の奉名板を作成・設置する経

費が８６万円、地域力創造アドバイザーの委託料などによるものです。その他、広域

圏、甘木鉄道安全輸送設備整備事業負担金等も若干増となっております。 

 次に、４４ページから４６ページにかけまして、２款１項２３目平和記念館費で

す。３億１,４７１万８,０００円で、前年度比較２億４,２４２万円の増となってお

ります。増額の要因は、戦跡保存整備事業の２億４,２６２万８,０００円になりま
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す。掩体壕の補修や外構工事、県道からの進入路の整備、デジタル化関連の経費とし

てタブレットやＡＲコンテンツの作成、来場者数をカウントできるカメラシステム

の費用などを計上しております。 

 木村委員ご質問の掩体壕の来場者把握システムの活用につきましては、戦跡保存

活用事業におけるデジタル技術の導入の一つで、掩体壕来場者数をカウント、来場

者の動向データを収集・分析して、施策の検証、改善、新規事業等を行うなどの活用

を想定しております。平和記念館の運営費としましては、昨年度から大きな増減は

ありませんが、設備の改修を２件、エレベーターと収蔵庫の空調機の更新を予定し

ております。 

 次に、４６ページをお願いいたします。 

 ２款１項２４目コミュニティ推進費です。２,４０８万２,０００円、前年度比較

１,５０３万４,０００円の増です。２４目の主な事業は、少年大使館の運営管理、み

んなで創る郷づくり助成、自治総合センターのコミュニティ助成事業に関するもの

などです。増額の主な要因は、山隈区の公民館建設にあたり宝くじの社会貢献広報

事業として自治総合センターが実施しているコミュニティセンター助成事業の交付

申請をしており、採択されれば事業費の５分の３以内、上限１,５００万円が助成さ

れる見込みですので、上限額の１,５００万円を計上しております。町を経由して申

請、交付となるため、予算化をしているものです。 

 少年大使館の管理運営委託料が６３７万２,０００円、防犯カメラを令和５年１１

月に設置しましたので、そのリース料を新規に計上しております。 

 郷づくり助成金は、採択事業の２年目で８,０００円、南部地区コミュニティ活動

に対する助成金は、昨年同額の５０万円となっております。 

 続きまして、２款１項２５目男女共同参画推進費です。 

 ４６ページから４７ページにかけまして、予算額２,００１万７,０００円、前年

度比較４８８万４,０００円の増です。主に男女共同参画センターの施設管理及び事

業推進に係る経費となります。増額の要因は、会計年度任用職員の人件費の増加で

す。 

 その他は、ほぼ前年度並みの予算となっております。 

 ４７ページ下段から、２款１項２６目公共交通活性化対策事業費です。予算額は

５,５４９万１,０００円です。前年度比較で６４１万円の減となります。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 減額の要因は、１８節の地域公共交通会議負担金の減です。地域公共交通計画の

策定が完了いたしましたのでその分の減額と、令和６年度は策定した計画に基づき

実施する具体的事業の経費２８１万５,０００円の計上となります。 

 地域公共交通会議が主体として事業を実施しますので、地域公共交通会議に対し、

町から負担金として支出するために１８節に計上しております。オンデマンドバス

は令和６年４月から有償運行がスタートいたします。また、通学利用が始まること

で、平日の運行時間が２時間増えることにより、燃料費、修繕料等を含め約１,７８

８万円の増となります。 

 １４節工事請負費につきましては、甘木鉄道と甘木観光路線バス、チョイソコち

くちゃんの結節点となる山隈駅にバス停を設置する工事、それと、甘木鉄道太刀洗

駅駐車場の防犯カメラ設置工事を実施する予定で計上いたしております。 

 次に、５８ページをお願いいたします。 

 ２款５項１目統計調査総務費です。各種統計調査の実施に係る経費が主なもので、

予算額は２４８万４,０００円です。統計調査に従事する会計年度任用職員の人件費

が主なものとなります。 
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 次の３目国勢調査費の１８万７,０００円は、令和７年１０月に実施される予定の

国勢調査の準備に関する費用です。 

 ４目の農林業センサス調査費が２４３万３,０００円です。これは、令和７年２月

に実施予定のため、調査員報酬や消耗品、通信運搬費等の事務的経費を計上してお

ります。 

 次に、８４ページをお願いいたします。 

 ６款１項３目観光振興費５９５万５,０００円です。前年度比較１５３万８,００

０円の増です。増額要因は、８５ページの１２節委託料、新たに観光情報発信業務委

託を計画しております。町独自の情報発信基盤整備として、事業者や住民とネット

ワークづくりを図り、町独自の情報発信を行うことを目指すものです。現在、観光パ

ンフレットなどの刊行物、県や広域連携での情報発信を行っておりますが、観光ス

ポットの紹介だけではなく、飲食店や温泉施設、観光農園や農業、移住などにもスポ

ットを当て、取材や撮影、編集、掲載などの作業や情報の更新、季節に応じた情報発

信など、年間を通じて業務を行う必要があります。現体制でも実施できるように検

討したものです。そのほかには、登山道の補修工事と看板設置工事を計上していま

す。観光関係の各種団体負担金に関しましては例年並みの予算で、広報やイベント、

冊子掲載など、観光情報を幅広く発信できるよう連携して取り組んでおります。 

 最後に、９１ページをお願いいたします。 

 ８款１項１目常備消防費になります。 

 広域消防負担金として４億５,４１９万５,０００円の予算額です。前年度比較１,

７１３万２,０００円の増額となっております。令和６年度は、雨漏りによる被害が

生じている庁舎屋上の防水シート改修工事を予定されております。 

 以上で、簡単ですが企画課の予算概要の説明を終了させていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 池松委員 

池松委員  ４１ページの委託料、地域力創造アドバイザー委託料ですが、どういった方がな

られているかというのと人数と、活動内容が分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

委 員 長  企画課長 

企画課長  お答えいたします。 

 地域力創造アドバイザーにつきましては、総務省の制度を活用して、まちの魅力

や価値の向上などによる地域活性化につなげるための指導及び助言を行う外部専門

家の方になっていただいております。お一人の方にお願いをしております。寄附企

業の掘り起こしや政策アドバイスのほかに、国の補助事業等の情報提供や申請支援

などをきめ細かに対応していただいております。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  予算書の４３ページ、１２節委託料の下から２番目ですが、戦跡保存整備委託料、

掩体壕は古い建物ですので、地震が起きたときに崩れたら大変なことになります。

耐震強化の整備も含まれているんでしょうか。 

委 員 長  大刀洗平和記念館長 

大刀洗平和記

念館長 

 耐震のご質問がございましたけれども、大きな地震があったときに崩れ落ちない

というのを一つの目安としております。震度４程度であれば耐え得るというふうに

検討いたしております。 

 以上です。 

委 員 長  河内委員 
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河内委員  警固断層がずれた場合、福岡で想定される震度は７.２という報道がありました。

震度４程度で大丈夫でしょうか。 

委 員 長  大刀洗平和記念館長 

大刀洗平和記

念館長 

 その辺につきましても、検討いたしました。 

 震度７ぐらいに耐え得る対策をするとなれば、掩体壕の中も全て鉄骨で張り巡ら

さなくちゃいけないという状況で、全く損なわれるということで、そこは一定の地

震で対応できるものと検討した結果で決めました。 

 以上です。 

委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  男女共同参画推進費の委託料のところでお尋ねをいたします。 

 昨年と変わらないということを説明されたと思いますが、調査委託料は１２３万

５,０００円出てきておりますが、昨年なかったようなんですが、そこの説明と、講

座委託料、その下にありますけれどもこれが８０万円ほど減額になっておりますが、

この関係についてお尋ねをいたします。 

委 員 長  企画課長 

企画課長  お答えいたします。 

 すいません、私のご説明が漏れておりました。 

 来年度につきましては、第５次プランの住民意識調査を行いますので、その事前

調査の委託料といたしまして計上させていただいております。また、講座委託料に

つきましては、７節の報償費のほうに講演会の講師とか、そういったものを移させ

ていただいておりますので減額になっております。 

委 員 長  木村委員 

木村委員  ４８ページ、２款１項２６目１２節のオンデマンドバスの件なんですが、小学生

の送迎の費用は幾らぐらい計上されているか教えてください。 

委 員 長  企画課長 

企画課長  お答えいたします。 

 申し訳ありません。時間単価の何時間というような委託内容になりますので、ち

ょっと全体で幾らになるというのは、今、ちょっとお答えすることが難しいです。後

ほどまたお答えさせていただきたいと思います。 

委 員 長  木村委員 

木村委員  もう一つ、オンデマンドバスの小学校の送迎なんですけども、送るほう、大体時間

が設定されて報告されましたが、午前中で帰ったりとかするのが年に何回かあるん

ですけど、そのときの対応はどのようにされるんですか。 

委 員 長  企画課長 

企画課長 

 

 お答えいたします。 

 前の月に学校のほうから下校時間が大体どれぐらいになるかというスケジュール

をいただいて、それで対応させていただきます。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で企画課の予算説明を終わります。 

 財政課の予算説明を求めます。 

 財政課長 

財政課長 

 

 財政課の予算について説明いたします。 

 財政課の所管する予算総額は３８億３,６５７万８,０００円で、前年度比５億９

２６万４,０００円の増額です。 
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 予算書３６ページをお開きください。 

 ２款１項１目１０節需用費の消耗品費１,４５４万１,０００円のうち、財政課が

所管する予算は１,４３２万１,０００円です。コピー用紙等の一般事務用品の予算

となります。前年度より４９万円の増額です。 

 ３８ページをお願いします。 

 ３目財政管理費５,１５５万３,０００円、前年度比２１万１,０００円の減です。

減額の主な要因は、３９ページの１２節委託料においてインボイス制度対応のため

の財務会計システム改修の事業完了により減額となったことによるものです。 

 ５目財産管理費５億２,３８３万３,０００円、前年度比４億２４４万３,０００円

の増です。この予算の内訳は、本庁舎、コスモスプラザ等の施設管理、公用車の運行

管理、町有地管理が主なものです。増額の主な要因は、４０ページの１４節工事請負

費において、コスモスプラザ空調熱源改修工事及び雨樋改修工事並びに本庁舎駐車

場整備工事等に４億７５０万円を計上したことによるものです。 

 山本一洋委員から出されています、ＡＥＤはどこの施設に何台設置してあるか、

今後も増やす考えはあるのか、研修の実態は、のご質問への回答は、財政課が設置し

ているＡＥＤは町の１８施設に各１台ずつ設置しております。各施設名は、本庁舎、

コスモスプラザ生涯学習館と敬老館、総合支所、めくばーる健康福祉館と学習館、各

小中学校、美和みどり保育所、大刀洗平和記念館、みなみの里、子育て支援センター

あいあい、男女共同参画センターリブラ、こども未来館です。 

 今後の増設につきましては、設置の必要性が生じた場合に施設担当課と協議の上、

対応していきたいと思っております。 

 研修の実態については、直近では昨年の１１月に２日間、計４回、職員を対象とし

た講習会を実施いたしました。参加者は２９名でした。 

 次に、寺原委員から出されています本庁駐車場整備の具体的な内容は、駐車台数

及び使用開始時期等のご質問への回答は、本庁東側駐車場用地については現時点の

計画では駐車台数は５４台を見込んでおります。使用開始時期については年内の工

事完了を目指しており、その後の使用開始となる見込みです。 

 ４１ページです。 

 ６目財政調整基金費から２０目企業版ふるさと応援基金費までは、基金積立の予

算となります。１５目ふるさと応援基金費は、ふるさと応援寄附金の見込額２億５,

０００万円から経費を差し引いた１億２,４０３万９,０００円を元金積立として計

上しております。 

 ４８ページをお願いします。 

 ２７目行政情報処理費です。予算額２億６,９１１万７,０００円、前年度比６,３

４３万９,０００円の増です。予算の内容は、主に電算システム及び自治体ＤＸに関

するものです。増額の主な要因は、１２節委託料において庁内イントラ環境更新委

託料３,２１７万５,０００円、自治体ＤＸ関連事業として自治体システム標準化共

通化委託料５,７２１万４,０００円、ＡＩチャットボットサービス委託料９９万円、

１３節使用料及び賃借料のガバメントクラウド使用料１,４４０万円、１７節備品購

入費の職員用パソコン１１０台分を入れ替える経費として２,１７８万円を計上し

たことによるものです。 

 １２５ページをお願いします。 

 １１款公債費、予算額１３億１,０７６万３,０００円、前年度比４,１７７万８,

０００円の減額です。 

 １３款予備費につきましては３,０００万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。 
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委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上で財政課の予算説明を終わります。 

 税務課の予算説明を求めます。 

 税務課長 

税務課長 

 

 税務課の歳出予算についてご説明いたします。 

 予算書の５２ページをご覧ください。 

 ２款１項３３目新型コロナウイルス地方創生費でございます。このうち１２節委

託料に定額減税システム改修に係る経費として、本年度予算額１８２万円を計上し

ております。令和６年度税制改正大綱において、令和６年度分個人住民税の定額減

税を実施することとされたため、システムを改修するものです。 

 続きまして、２款２項１目税務総務費でございます。税業務に係る人件費、事務

費、負担金等の経常的な経費が主な内容です。本年度予算額９,７５７万１,０００

円、前年度比１,１７８万８,０００円の増でございます。人件費以外で増額の主な

ものは、５３ページ、１８節の負担金補助及び交付金の増によるものです。主に地方

税共同機構負担金が電子申告や電子納税の利用者増などにより増加したものです。 

 続きまして、２目賦課徴収費です。税の賦課徴収に係る人件費、事務費、委託料、

使用料等の経費が主な内容です。本年度予算額４,２４６万７,０００円、前年度比

１,０３８万４,０００円の減でございます。減額の主なものは、１２節委託料、前年

度比１,０２０万円減の２,９６０万１,０００円を計上しております。主に３年に一

度の評価替えに合わせ実施しています標準宅地鑑定路線価更新業務委託料、前年度

は路線価の見直しを行っておりますけれども、この評価替えに伴う業務委託料が減

少したものです。 

 続きまして、５４ページをお願いいたします。 

 ３目納税推進費は、滞納整理等に係る事務費など経常的な経費が主な内容となっ

ています。本年度予算額１,１３９万２,０００円、前年度比７７万４,０００円の増

でございます。増額の主なものは、１節報酬及び３節職員手当等の会計年度任用職

員３名分の人件費の増によるものです。 

 最後に、柳委員から事前に出されています予算書１５ページ、１款１項町民税２

項固定資産税について、町民税は個人で１,３４０万円余の滞納があり、固定資産税

は１,４００万円余の滞納があるが、その原因はの事前質疑について、歳入のご質問

でございますが、ここで税務課から回答させていただきます。 

 個人町民税の滞納繰越分、固定資産税の滞納繰越分は、それぞれ前年度比１１７

万３,０００円増の１,３４１万８,０００円、前年度比３８万７,０００円減の１,４

１０万４,０００円を計上しています。滞納繰越分は令和５年度の滞納繰越分の調定

額に過去３年間の収納率の平均を乗じて推計しています。個人町民税の滞納繰越分

が増加した要因は、令和５年度の滞納繰越分の調定額が増加したことによるもので

す。固定資産税の滞納繰越分が減少した要因は、過去３年間の収納率の平均が下が

ったことによるものです。 

 以上で税務課の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の５１ページです。 
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 ２款１目２２節償還金利子及び割引料。過誤納金というのはあってはならないん

ですが１,０００万円も上がっています。この過誤納する主な原因というのは何なん

でしょうか。 

委 員 長  税務課長 

税務課長  お答えいたします。 

 ２２節償還金利子及び割引料につきましては、過誤納還付金でございます。納め

ていただいた税金に過誤納があった場合や予定納税していただいている法人等の税

額が確定して納め過ぎの場合に還付金となる費用でございます。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  １,０００万円という予算が組まれていますが、随分大きい額だと思うんですが、

大体毎年これぐらいずつあるわけですか、お尋ねします。 

委 員 長  税務課長 

税務課長 

 

 毎年１,０００万円を計上させていただいております。これにつきましては、先ほ

どもご説明いたしましたけれども、法人税につきましては予定納税で税金を納めて

いただいておりますけれども、その予定納税で確定したときに還付金が発生するこ

ともございますので、その関係で１,０００万円計上させていただいているところで

す。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で税務課の予算説明を終わります。 

 住民課の予算説明を求めます。 

 住民課長 

住民課長 

 

 

 それでは、住民課所管予算について説明いたします。予算書５０ページをお開き

ください。 

 ２款１項２８目総合支所総務費です。総合支所庁舎設備等の運営管理に関する経

費が主なものでございます。令和６年度予算額は１,６９４万４,０００円で、令和

５年度と比較しまして５２万１,０００円の増です。なお、増額になった主な要因と

しましては、１０節需用費の光熱水費の増で、電気料金が値上げされていることに

よるものでございます。光熱費の令和６年度予算額は３３７万２,０００円で、令和

５年度と比較して７２万５,０００円の増となっております。 

 続きまして、５５ページをお願いいたします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費です。戸籍住民基本台帳費の主な経費は、窓口

業務等に係る会計年度任用職員の報酬等、コンビニ交付サービス導入委託料、住民

基本台帳システムや戸籍情報システム改修委託料、事務機器等の借上料、システム

の使用料などでございます。令和６年度予算額は１億２,７０３万９,０００円、令

和５年度と比較して４,４６１万５,０００円の増です。令和６年度予算額１億２,７

０３万９,０００円のうち、職員人件費を除く住民課所管の予算は７,６５０万円で、

令和５年度と比較して３,７１２万５,０００円の増です。 

 増額になった主な要因としましては、令和５年１２月議会定例会で債務負担行為

補正を行ったコンビニ交付サービス導入事業、マイナンバーカードローマ字表記対

応事業（ゼロ債務）、氏名の読み仮名の法制化対応事業（ゼロ債務）の経費を令和６

年度予算に計上したためです。コンビニ交付サービス導入事業の経費につきまして

は、１１節役務費にコンビニ交付試験手数料３,０００円、５６ページをお願いいた

します。１２節委託料にコンビニ交付導入委託料１,１７２万６,０００円、計１,１
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７２万９,０００円を計上しています。また、コンビニ交付導入後の経費としまして、

１２節委託料にコンビニ交付システム等保守委託料７９万９,０００円、１３節使用

料及び賃借料にコンビニ交付連携パッケージ使用料１６９万４,０００円、自治体基

盤クラウドシステム使用料３８万２,０００円、１８節負担金補助及び交付金に自治

体基盤クラウドシステム運営負担金３４万６,０００円、計３２２万１,０００円を

計上しています。コンビニ交付関係の経費の合計は１,４９５万円です。 

 マイナンバーカードローマ字表記対応事業の経費につきましては、１２節委託料

に住民基本台帳システム改修委託料１,２１４万７,０００円を計上しています。氏

名読み仮名の法制化対応事業の経費につきましては、１２節委託料に戸籍システム

改修委託料９０７万５,０００円を計上しています。 

 ３つの経費を合計しますと３,６１７万２,０００円となります。 

 以上で住民課の予算説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上で住民課の予算説明を終わります。 

 人権・同和対策室の予算説明を求めます。 

 人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 

 

 それでは、人権・同和対策室所管の予算について説明いたします。 

 予算書の６１ページをお願いいたします。 

 ３款１項２目人権対策費です。人権・同和問題啓発事業として、講演会や研修会、

人権啓発デザインの募集、映画上映などの事業経費や、人権施策推進審議会の運営、

地区集会所管理などに要する経費、また、関係機関に対する各種負担金、補助金等が

主な支出でございます。令和６年度予算１,４０７万７,０００円、令和５年度と比

較して７万９,０００円の増額でございます。 

 主な変更点を説明いたします。 

 ７節報償費につきましては、令和６年度予算３２万２,０００円、令和５年度と比

較して１４万８,０００円の増額です。人権週間講演会講師謝金の増額によるもので

す。 

 １０節需用費の印刷製本費につきましては、令和６年度予算額１４２万７,０００

円、令和５年度と比較しまして１９万３,０００円の減額です。令和５年度に新規予

算計上していた町の人権ハンドブック印刷代２７万２,０００円を減額したことに

よることが主な要因です。 

 ６２ページをお願いいたします。 

 １８節負担金補助及び交付金の朝倉人権擁護委員会負担金につきましては、令和

６年度予算額３２万円、令和５年度と比較しまして１４万６,０００円の増額です。

朝倉人権擁護委員会につきましては、朝倉地区３市町村の負担金により運営をされ

ています。現在、事務所で使用しているコピー機が故障したためカラー複合機を購

入したいが、現在の負担金額では購入できないため、臨時的な負担金の増額をお願

いしたいと協議会より要望がありましたので、筑前町負担分を増額し予算を計上し

ております。 

 続きまして、同じページ、６２ページ、３款１項３目隣保館運営費です。隣保館の

運営に係る館長・指導員の人件費や施設管理及び事業経費が主な支出となります。
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令和６年度の予算額は１,５９７万５,０００円で、令和５年度と比較して６９万９,

０００円の増額です。なお、増額になった主な要因としましては、館長及び指導員の

会計年度任用職員報酬等の増によるものです。 

 １節報酬につきましては、令和６年度予算額７１９万５,０００円、令和５年度と

比較して３４万円の増です。 

 ３節職員手当等につきましては、令和６年度予算額１３６万６,０００円、令和５

年と比較して５６万３,０００円の増です。 

 ７節報償費につきましては、令和６年度予算額２９７万円、令和５年度と比較し

まして３６万円の減です。コロナ禍で休止している講座で開講が難しいものについ

て減額をしております。 

 公用車の経費につきましては、令和６年度が２年に１回の車検の年になりますの

で、１０節需用費、修繕費に整備修繕料１０万円、１１節役務費の自動車自賠責保険

料１万８,０００円、２６節公課費の自動車重量税５万３,０００円を計上していま

す。 

 続きまして、１１９ページをお開きください。 

 ９款８項７目人権・同和教育推進費です。解放子ども会の運営、人権・同和教育推

進協議会の運営、各種研修や講座への参加、啓発冊子等の購入などに関する事業経

費になります。令和６年度予算額は１,８２８万１,０００円で、令和５年度と比較

して２３１万３,０００円の増額です。なお、増額になった主な要因としましては、

会計年度任用職員の報酬等の増、正規職員産休代替の会計年度任用職員の報酬等の

増によるものです。 

 主な変更点を説明いたします。 

 １節報酬につきましては、令和６年度予算額７０９万円、令和５年度と比較して

２３３万２,０００円の増です。増額の要因は、会計年度任用職員の地域活動指導員

２名の報酬増と正規職員産休代替会計年度任用職員の報酬の計上によるものでござ

います。 

 ３節職員手当につきましては、６年度予算額１３１万９,０００円、令和５年度と

比較しまして７７万７,０００円の増です。増額となった要因は、１節の報酬と同じ

です。 

 ７節報償費につきましては、令和６年度予算額３３１万５,０００円、令和５年度

と比較して９９万９,０００円の減です。減額となった要因は、解放子ども会講師謝

金の実績による減額でございます。 

 ８節旅費につきましては、令和６年度予算額６１万９,０００円、令和５年度と比

較して１４万１,０００円の増額です。増額となった要因につきましては、正規職員

産休代替の会計年度任用職員の費用弁償計上によるものです。 

 １８節負担金補助及び交付金につきましては、令和６年度予算額４７６万１,００

０円、令和５年度と比較して２０万７,０００円の増額です。増額となった主な要因

としましては、朝倉人権・同和教育推進連絡協議会負担金の増です。増の内容としま

しては、指導員の報酬等の増額によるものです。 

 公用車の経費につきましては、令和６年度が２年に１回の車検の年となりますの

で、１０節需用費、修繕料に整備修繕料１０万円、１１節役務費の自動車自賠責保険

料１万８,０００円、２６節公課費の自動車重量税７,０００円を計上しています。 

 以上で人権・同和対策室の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 
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河内委員  予算書の６０ページです。 

 １８節負担金補助及び交付金、一番上の同和事業促進費補助金、これは部落解放

同盟に対する補助金ですが、今年度予算編成に向け削減の協議はされたのか、お尋

ねします。 

委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 

 お答えいたします。 

 部落解放同盟朝倉地区協議会の補助金につきましては、朝倉地区３市町村で決定

をしております。そのため、補助金については朝倉地区で協議をした上、部落解放同

盟朝倉地区協議会と協議を行い、削減等を今まで行ってきたところでございます。

この補助金につきましては３市町村の協議で決定されますので、ご質問等が出てい

ることにつきましては３市町村で共有はしておりますが、現在のところ見直しをす

るまでには、協議は至っていないところでございます。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で、人権・同和対策室の予算説明を終わります。 

 先ほどの木村委員からありましたオンデマンドバスの件で、企画課長から発言の

申し出があっておりますので、これを許可します。 

 企画課長 

企画課長 

 

 

 先ほどの木村委員からのオンデマンドバスの通学利用に関する費用についてのご

質問にご回答いたします。 

 令和６年度運行日数が３０７日１０時間、そのうち通学利用が２０４日２時間と

して試算をしております。総事業費の１３から１４％ほど、約５００万円程度が通

学利用の経費と見込んでおります。 

 以上です。 

委 員 長  木村委員いいでしょうか。 

木村委員  はい。 

休  憩  

委 員 長  ここで休憩いたします。 

 午後１時から再開をします。 

 お疲れさまです。 

（１１：４1） 

再  開  

委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：００） 

委 員 長  健康課の予算説明を求めます。 

 健康課長 

健康課長 

 

 健康課です。 

 それでは、健康課の令和６年度一般会計当初予算、まずは歳出予算の説明からさ

せていただきます。母子保健係は６年度よりこども課へ移管しますが、説明につい

ては現所管課の健康課が行いますので、よろしくお願いいたします。 

 ６年度の母子保健係を含む健康課の職員人件費を除いた予算総額は１５億５,４

６６万５,０００円で、５年度から３,３０２万９,０００円の増額となっておりま

す。主な要因は、後期高齢者医療給付費負担金及び子ども医療対策費扶助費の増及

び帯状疱疹ワクチン助成金の新設となります。 
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 それでは、主な内容を説明いたします。 

予算書６１ページをお願いします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費、２７節繰出金は、国保特別会計に対する財政課予

算の繰出金であり、国保特別会計で説明いたしますので、省略いたします。 

 次は６３ページです。 

 ４目国民年金費は法定受託事務に係る事務費であり、主に会計年度任用職員の人

件費増額により、５年度から３３万１,０００円増額の２７６万８,０００円の計上

です。 

 続いて６４ページ、５目老人福祉費の健康課予算としましては、７節出前講座等

謝金、６５ページの１２節フレイル予防出前講座委託料、６６ページ１８節後期高

齢者医療療養給付費負担金及びはり・きゅう・マッサージ施術費補助金の４つで、４

億６,００８万８,０００円であり、５年度から１,９９６万４,０００円の増額とな

っております。 

 主な増額の要因は、６６ページの１８節後期高齢者医療療養給付費負担金で、広

域連合の試算に基づき５年度から１,９９１万７,０００円増額の４億５,９２８万

５,０００円の計上です。なお、２７節繰出金は後期高齢者医療特別会計に対する財

政課予算の繰出金であり、後期高齢者医療特別会計でご説明しますので、省略いた

します。 

 次は、６７ページです。 

７目重度障害者医療対策費は、５年度から５０６万円減額の８,０５７万７,００

０円であり、主なものとして過去４年間の医療費実績と今後の推計から、１９節扶

助費重度障害者医療費５０８万７,０００円減額の７,９６７万４,０００円の計上

です。 

 ８目ひとり親家庭等医療対策費は、５年度から２７万８,０００円減額の１,８４

１万５,０００円です。主なものとして、過去４年間の医療費実績と今後の推計から、

１９節扶助費ひとり親家庭等医療費２６万１,０００円減額の１,７９３万７,００

０円としております。 

 次に、７０ページです。 

 ３款２項２目児童措置費の健康課予算としましては、児童手当に関する予算を計

上しております。５年度から５１０万３,０００円増額の５億４,８７８万５,０００

円の計上です。主に、これまでの実績と今後の推計から１９節扶助費、児童手当費

は、５年度から３１万円増額の５億４,３４４万５,０００円での計上です。なお、こ

の当初予算の扶助費には法改正予定の拡充部分については含まれておりません。法

改正決定後の補正予算にて対応させていただく予定です。 

 次に、７２ページ。 

４目子ども医療対策費は、５年度から１,０１５万３,０００円増額の１億２,１２

３万円の計上であり、主にこれまでの実績と今後の推計から１９節扶助費の子ども

医療費９７４万７,０００円増額の１億１,７３２万５,０００円で計上しておりま

す。 

 次に、７３ページ。 

４款１項１目保健衛生総務費です。総額は８０１万４,０００円減額の１億６,５

６６万６,０００円となっておりますが、職員人件費関係を除くと１９万７,０００

円減額の５,６７６万２,０００円となります。 

 ２節給料から４節共済費は、会計年度任用職員手当も含まれていますが、職員人

件費関係ですので省略いたします。 

 ５年度から大きく変動があっておりますのは、１８節負担金補助及び交付金２３
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１万３,０００円減額の４,５０１万８,０００円で、主に休日夜間急患センター負担

金の減であり、コロナ禍による医療費報酬のコロナ特別加算や発熱外来患者の増に

より、負担金の算出根拠の一つである医師会運営経営が黒字となったことにより、

負担金が減ったことによるものです。 

 次に、７４ページです。 

 ２目母子衛生費です。 

 冒頭申し上げたように、６年度からはこども課に移管しますが、今回までは現所

管課の健康課から説明させていただきます。 

 予算は、こども家庭センターの母子保健分野に関するもの、母子の健診相談事業

等になります。全体で５年度から１,０３１万２,０００円減額の６,４６８万８,０

００円の計上です。母子衛生費の主な減額要因としましては、出産・子育て応援交付

金事業によるもので、５年度は４年度遡及分を含め２年分を計上しておりましたが、

６年度は１年単年度分のみとなり減となっております。また、５年度は現金支給を

行っておりましたが、６年度に関しては県主導による広域プラットフォームが運用

開始となり、現金支給から電子クーポンを発行し、サイトに掲載される妊娠・育児用

品を選択して支給するものへと変更になり、町はサイトの運営会社と契約を締結す

る方法となるため、節も、７５ページ、１８節負担金補助及び交付金から１２節委託

料へ変更しております。なお、この交付金事業については、現国会において審議中で

はありますが、７年度より内容の改正が予定されております。改正内容が決定次第、

当町における実施体制について改めて検討することになりますことを申し添えま

す。 

 ６年度新規事業としては、育児支援が必要な世帯やヤングケアラーなどの支援が

必要な世帯への家事援助等を行う子育て世帯訪問支援事業を開始し、その予算とし

て１３７万７,０００円の委託料の計上や、乳幼児健診について、試行的ではありま

すがデジタル問診票の一部導入を行うため、タブレットリース代などを計上してお

ります。 

 続いて、３目予防費は５年度から１,１４６万８,０００円増額の１億６,１２５万

９,０００円の計上で、主な増額要因は、予算書７６ページ、５０歳以上の方が対象

となる帯状疱疹ワクチン接種助成に関する経費を含む１８節負担金補助及び交付金

１,１９７万９,０００円増額の２,４６０万４,０００円によるものです。 

 石橋委員から出されています帯状疱疹ワクチン助成に関するご質問の回答です

が、他自治体の動向から接種率を５％と見込み約８００人分を計上し、生ワクチン

３割、不活化ワクチン７割で算出しております。助成内容は朝倉市同様、生ワクチン

上限３,０００円を１回まで、不活化ワクチン１回接種につき上限１万円を２回まで

助成するものです。なお、担当課としては、単年度事業ではなく継続しての実施を現

段階では計画しておりますが、これは政策的事業でありますので、今後の町の財政

状況や新型コロナ感染症のように、今後、未知の感染症の発生など予測不可能の事

態の発生があった場合には継続が難しい状況も想定されますので、毎年度、予算編

成の際に検討していくことになるかと存じます。 

 続いて、４目健康推進費で、５年度から１４７万円増額の３,８７１万２,０００

円です。主な増額の要因は１２節委託料で、前年度から７７万９,０００円増の３,

０８５万６,０００円で、ここ数年の実績に基づくがん検診委託料４２万９,０００

円の増額、女性がん検診は個別受診できる医療機関増による受診者数増の見込みか

ら３０万８,０００円を増額しています。 

 最後に７７ページです。 

 ６目そったく基金事業費１３８万１,０００円の計上で、そったく基金及びふるさ
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と応援基金充当予算です。主にラジオ体操及びウォーキング事業の推進及び合併２

０周年関連の健康イベント事業のための予算を計上しております。イベントの内容

については、これから協議していく予定です。 

 以上で健康課の一般会計歳出予算の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の７４ページです。 

 １８節負担金補助及び交付金の真ん中にアピアランスケア推進事業助成金とあり

ますが、この内容を教えてください。 

委 員 長  健康課長 

健康課長  お答えいたします。 

 アピアランスケア助成事業につきましては、がん患者などの補正用具など、また、

医療用ウイッグの購入に係る経費の２分の１を助成、それぞれ助成する用具によっ

て上限額がございます。当該患者等が属する世帯の町民税の所得割課税年額が２３

万５,０００円未満である世帯に関し、助成のほうを行っております。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  対象はどれくらいあるんでしょうか。 

委 員 長  健康課長 

健康課長  お答えいたします。 

 対象というのは、どれぐらいの件数の方がいらっしゃったかということでよろし

かったでしょうか。 

 これは本年度５年度から始めた事業でして、令和６年２月末現在、補正具に関し

ては３件の申請、医療用ウイッグに関しては９件の申請があっております。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  ７５ページ、４款１項２目の１７節の備品購入費で沐浴人形と妊婦体験ジャケッ

トがありますけれども、これの個数は幾つでしょうか、お尋ねいたします。 

委 員 長  健康課長 

健康課長  お答えいたします。 

 まず、沐浴人形については、男の子、女の子をそれぞれ１体ずつ１組購入する予定

です。妊婦体験ジャケットにつきましては１組購入する予定になっております。人

形に関しては現在８体あるんですけれども、かなり損傷が激しいので１体は処分さ

せていただいて、それでも数が足りないので計画的に購入を今後していく予定にし

ております。ジャケットにつきましては、現在、３個ございまして、数が足りなくて

損傷が激しいんですけれども、圧倒的に数が足りないので、買い足したとしても処

分はせずにそのまま計画的に購入しながら使っていく予定にしております。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員 

 

 中学校でも体験でこういうジャケットとか沐浴人形とか体験でしてありますの

で、ぜひ予算が取れればもう少し数を増やしていただければと思います。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑はないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上で健康課の予算説明を終わります。 

 こども課の予算説明を求めます。 

 こども課長 
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こども課長 

 

 こども課になります。 

よろしくお願いいたします。 

 一般会計予算の５１ページをお開きください。 

 こども課所管予算につきましては、主要事業及び増額の主なものについて説明い

たします。また、令和６年度より、こども課に母子保健係の予算が組み込まれており

ますが、健康課より説明があっておりますので、ここでは割愛させていただきます。 

 ２款１項３１目こども未来センター費です。総額１,２３６万７,０００円は、前

年度より１０３万６,０００円増となります。こども未来センターは、令和６年４月

よりこども家庭センターとして体制強化を図り、妊産婦及び子育て世帯に対する包

括的な支援を行うところです。児童虐待相談対応や子育て世代の不安や悩みの解消

を図るため、関係機関との連携や要保護児童対策地域協議会、子どもの権利救済委

員会を開催するなどの支援を円滑に進めることで、児童の健全育成に努めていきた

いと考えております。 

 それでは、１０節需用費です。１０１万５,０００円は、前年度より１８万７,００

０円増です。子育てや子どもに関する全般的な相談支援、虐待予防の周知啓発のた

め、チラシやリーフレットを購入し、イベント等広報の折り込み等で配布するもの

です。本年度は、子どもの権利条例のパンフレットを印刷し、各学校へ配布するとこ

ろです。 

 １８節負担金補助及び交付金１９万２,０００円は、前年度より１万２,０００円

増です。これは連続講座の参加負担金として計上するものです。 

 次に、予算書の６８ページをお開きください。 

 ３款２項１目児童福祉総務費です。総額１億６,２９３万６,０００円は、前年度

より２,９４６万９,０００円減です。この目の中に教育課所管分が含まれますので、

それを除くこども課分の支出内容については、学童保育の委託事業、子育て支援セ

ンターで行う子育て支援事業及びファミリーサポートセンター、赤ちゃんの駅事業

などの経費です。 

 支出の主なものについて説明いたします。 

 １節報酬１,６６９万３,０００円は、前年度より２４７万４,０００円増で、会計

年度任用職員の報酬１名増及び子ども・子育て会議委員報酬で、第３期筑前町子ど

も・子育て支援事業計画の策定に伴い、会議の回数を増やしたものになります。 

 予算書６９ページをご覧ください。 

 １０節需用費４３１万４,０００円は、前年度より１３０万９,０００円増で、子

育て支援センターの光熱水費の高騰によるものが大きな原因です。食料費６,０００

円はファミサポの料理教室の材料費になります。 

 １１節役務費９７万６,０００円は、前年度より５３万９,０００円増となり、学

童保育所で光ファイバーを使用したときの利用料金を計上しております。 

 １２節委託料８,４６９万７,０００円は、前年度より１２０万８,０００円増で

す。子育ての支援短期利用事業委託料５８万４,０００円は、緊急一時的な事情で養

育が困難な家庭の事例に対して一部補助を行っているもので、利用者の需要が増え

たことで増額にしております。学童保育所運営委託料７,９２２万円は、前年度より

６５４万６,０００円の増で、学童保育の利用申請者が増加し、保育を行う支援員増

に伴う計上です。子ども・子育て支援事業計画２７７万２,０００円は、第２期筑前

町子ども・子育て支援事業計画が令和６年度で期限を迎えるため、第３期筑前町子

ども・子育て支援事業計画策定の委託を行うものです。 

 予算書７０ページをお願いします。 

 ２２節償還金利子及び割引料３３５万２,０００円は、病児・病後児保育過年度負
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担金です。他市町村の病児施設を筑前町民が利用するため、小郡市、久留米市、筑紫

野市、太宰府市などと協定を交わしており、病児施設のある市町村が施設の運営を

利用人数に応じて按分し、筑前町民が病児施設のある市町村へ利用した分を支払う

ものです。 

 次に、３款２項２目児童措置費です。予算額１８億６,５９６万１,０００円のう

ち、健康課分が含まれますので、こども課分の主な支出と増額分を説明いたします。 

 １２節委託料、保育所等運営委託料では、町内の私立認可保育所と小規模保育園、

町外の認可保育所広域入所に対する運営委託料で９億８,８０６万円を計上し、前年

度より９,３１９万円の増となっております。増額の要因として、令和６年１月に開

園した小規模保育所２園の運営費と管外保育所運営委託箇所の増に伴うものです。 

 次に、１８節負担金補助及び交付金２億９,３５７万１,０００円は、前年度より

２億２,２１７万１,０００円増となります。主なものとして、新規に認可保育園１

園の整備に係る交付金の計上になっております。また、各認可保育園のＩＣＴ化推

進事業の補助や保育環境改善等事業費補助金により、保育士の業務の負担軽減や施

設内での事故防止対策につなげるところです。 

 特別保育事業等補助金４,２６１万１,０００円は、前年度より１７４万５,０００

円増です。町内私立５園の認可保育所と小規模保育園３園が行う延長保育、一時預

かり、障害児保育の各事業を実施する補助金であり、本年は小規模保育園２園を追

加したものです。保育補助者雇上強化事業補助金１,６３６万６,０００円は、前年

度より７１３万円の増で、保育補助者雇上げに必要な費用を補助し、保育人材の確

保を行うことにより、保育士の働きやすい職場環境を整備することを目的としたも

のです。 

 続いて、３款２項３目美和みどり保育所費です。 

本年度予算額２億１,５０２万１,０００円は、前年度より２,５３２万９,０００

円増です。美和みどり保育所は、園児たちに食習慣の定着や心身の健全を図るため

の給食調理業務と、保育所管理運営及び保育所入所児童に対する経常的経費の日常

保育円滑化があります。 

 予算書７１ページをお願いします。 

主な内容について説明いたします。 

 １０節需用費２,６２９万９,０００円は、前年度から５１９万３,０００円増で、

給食の賄い材料や物価の高騰が主な要因です。また、本年度からガス代を燃料費か

ら光熱費に組み替えております。 

 山本一洋委員から出されております、給食材料費から賄い材料費へ変更し、前年

度から３２０万ほどの増についてのご質問の回答については、本年度より給食材料

費から賄い材料費へと名称を変更しております。また、前年度より物価高騰による

２割増を見込んだものになります。保育園の食材については地産地消の材料をはじ

め、県の学校給食会との年間契約を行う中で、近年の物価高騰の変動を見込んだ上

で、安定した給食を提供できるように増額をしているものです。 

 １１節役務費８２万５,０００円は、前年度から２１万円増で、通信運搬費は保育

業務支援システムを利用する際のＷｉ－Ｆｉ環境整備のためのモバイルルーター利

用料を含んで計上しております。粗大ごみ回収手数料は、一般ごみで出せない産業

廃棄物等の処分代になります。 

 １２節委託料５１０万４,０００円は、前年度から２６０万３,０００円増で、保

育業務支援システム導入支援委託料と午睡センサーシステム導入支援委託料による

ものです。登園管理や保護者への連絡、記録、計画書の管理など、保育所の負担軽減

につながるものです。 
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 予算書７２ページをお願いします。 

 １３節使用料及び賃借料１５１万６,０００円は前年度から６３万円増で、主な要

因は、保育システム使用料と午睡センサーシステム使用料です。委託料で説明しま

したように、保育士の負担軽減のため導入するシステムの使用料になります。 

 １７節備品購入費７９万円は、園児のロッカーの老朽化に伴い剥離やささくれが

見られるために木製のロッカーを購入するものです。 

 以上、こども課所管分の主なものについての説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上でこども課の予算説明を終わります。 

 福祉課の予算説明を求めます。 

 福祉課長 

福祉課長 

 

 

 福祉課です。 

よろしくお願いします。 

 福祉課は、３款民生費１項社会福祉費の中の５つの目の予算の一部、または全部

を所管しています。所管する予算総額は１５億３,５７９万円、令和５年度当初予算

と比較しますと６,２５５万４,０００円、４.３％の増となっております。 

 それでは、目ごとに説明いたします。 

予算書５９ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費です。目内の予算のうち福祉課が所管する予算合計

は４,９０７万７,０００円で、前年度比１８万６,０００円の増額となっておりま

す。 

 １節報酬は、民生・児童委員５１名の年額報酬３２６万７,０００円及び民生委員

推薦会委員６名分の日額報酬３万６,０００円、それと、会計年度任用職員報酬２１

６万７,０００円です。 

 ８節旅費７６万２,０００円は、民生委員・児童委員の費用弁償及び研修旅費が主

なものです。 

 １０節需用費９２万９,０００円は、健康福祉館管理経費が主なものです。 

 １１節役務費４万円は、生活保護関係及び援護関係事務の通信運搬費です。 

 ６０ページをお願いします。 

 １２節委託料４８１万９,０００円、そのうち樹木等剪定委託料６３万３,０００

円は、忠魂塔敷地内の樹木等剪定委託料で、それ以外の委託料及び１３節使用料及

び賃借料６２万５,０００円は、主に健康福祉館管理経費を計上しておるところで

す。 

 １８節負担金補助及び交付金は、社会福祉協議会をはじめ福祉支援関係団体等３,

６００万９,０００円を計上しております。前年比６６万２,０００円の増となって

おります。遺族会、シニアクラブ等、各種関係団体の補助を継続しつつ、事務負担軽

減のために町の社会福祉協議会に人員を配置し、関係団体への支援も継続して実施

中です。 

 ６１ページをお願いします。 

 行旅人・無縁死亡人葬祭費３０万円を計上しております。ご親族等の支援いただ

ける方を町で調査いたしますが、身寄りがない方がここ数年、年間１名程度おられ、
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法に基づき町で支援するものでございます。 

 次に６３ページをお願いします。 

 ３款１項５目老人福祉費です。目内予算のうち福祉課の所管する予算は５億２,３

０１万２,０００円で、前年比１４４万１,０００円の減額となっております。 

 １節報酬は、老人保護措置入所判定委員、医師１名、会計年度任用職員及び地域ケ

ア会議委員の報酬を計上しております。 

 次に、６４ページをお願いします。 

 ７節報償費１４６万２,０００円のうち福祉課の所管する予算は、出前講座等謝金

を除く１４０万７,０００円は各種介護予防教室の講師謝金、長寿祝い品、介護予防

サポーターの謝礼です。 

 ８節旅費１０８万４,０００円、１０節需用費１７７万５,０００円は、各種高齢

者関係事業に係る旅費及び消耗品等です。 

 １１節役務費１４６万５,０００円は、各種事業の手数料及び保険料等を計上して

おります。 

 １２節委託料５,８９９万２,０００円のうち福祉課の所管する予算は、フレイル

予防出前講座委託料を除く５,８５０万８,０００円です。在宅介護医療、在宅介護

支援センター事務委託料、６５ページ、高齢者虐待防止等緊急支援事業委託、敬老館

運営委託や介護保険の総合事業、一般介護予防事業及び包括的支援事業の各種事業

委託料等を計上しております。各種委託料の増減につきましては、実績及び本年度

の実績見込みや対象者等の増減により算定したところでございます。 

 １３節使用料及び賃借料９９万２,０００円は、公用車やパソコンリース等を計上

しております。 

 １７節備品購入費１５万１,０００円は、包括支援センターの備品購入費を計上し

ております。 

 １８節負担金補助及び交付金８億７,０７９万３,０００円のうち福祉課所管は、

後期高齢者医療療養給付費負担金及び、はり・きゅう・マッサージ施術費の補助金を

除く４億１,１２４万４,０００円で、前年比６８９万１,０００円の増となっており

ます。町シルバー人材センター補助金９８０万円、シニアクラブ補助金３４９万５,

０００円、次の介護人材確保事業補助金は、朝倉市と足並みそろえて新規の介護人

材を確保するため、介護職員初任者研修受講料補助１件５万円で１０名分及び家賃

補助月２万８,０００円で１０名分、合計３８６万円を計上しております。 

 ６６ページ、高齢者補聴器購入補助金３５万円、介護保険広域連合負担金は３億

９,１６５万１,０００円、２５１万９,０００円増を計上しております。これは、広

域連合規約に基づき算定された補助金で、広域連合の議会で来年度予算は承認され

ておりますので申し添えます。 

 各種研修会負担金９万２,０００円、認知症カフェ助成金３９万円、成年後見制度

利用助成金１４１万６,０００円をそれぞれ計上しています。 

 １９節扶助費は、老人保護措置。虐待であったり、家がない、または経済的理由等

により保護措置したものでございますが、１,０５６万円を計上しております。 

 柳委員からご質問あった１８ページ、歳入民生費負担金で、老人保護措置費が１

００万円余減額の理由はということですが、老人保護措置費負担金徴収の規定によ

り、本人の収入、負担能力に応じた徴収を行っていますが、この方は、収入が多く本

人負担金が高かった入所者１名がお亡くなりになり、また、長期入院で退院の見込

みがない方１名、計２名が退所されたため、減額となったものでございます。 

 同じく柳委員から質問のあった歳入、民生費負担金で、新規で介護予防事業負担

金３,５００万円余と包括的支援事業負担金５,２２０万円余が増加している理由は
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については、昨年度まで分担金で予算計上していたものを財政課の指導により適切

に負担金で計上したものでございます。 

 続いて石橋委員からご質問のあった６５ページ、高齢者虐待等緊急支援事業委託

が減額された理由はについては、緊急支援の施設入所等が長期になっておりました

ので、介護保険サービスによる施設入所等へサービス移行やあるいは併用を図った

ため、この委託料自体においては減額となったところでございます。 

 続いて、６６ページ、３款１項６目障害者福祉費です。予算合計９億４,６８１万

３,０００円、前年比６,４４７万６,０００円、７.３％増となっています。 

 １節報酬は、障害者支援区分認定審査会委員５名分の報酬として７６万４,０００

円、７節報償費は、朝倉地区障害者自立支援協議会における研修、講演等の講師謝金

２万６,０００円及び障害者相談員３名分の謝金７万６,０００円を計上していま

す。 

 ８節旅費から１１節役務費につきましては、障害者福祉関連の事務費が主なもの

です。 

 １２節委託料１５２万６,０００円は、障害者支援区分認定調査、意思疎通支援事

業、手話奉仕員養成研修事業の各種委託料を計上しております。 

 １３節使用料及び賃借料１７５万４,０００円は、認定調査県外調査時の有料道路

使用料及び障害者システムの使用料を計上しております。 

 １８節負担金補助及び交付金２,３９０万４,０００円は、６６ページから６７ペ

ージにかけまして、地域活動支援センターひだまり、ミルクハウスの２か所に１,１

８０万円、基幹相談支援センター等機能強化事業補助金として１,１３２万１,００

０円、その他各種事業補助を計上しております。 

 ６７ページ、１９節扶助費９億１,７３５万円は、前年比６,４０５万３,０００円、

７.６％増となっています。これは、自立支援給付費６,２６９万４,０００円が増と

なったものが主です。重度障害者等就労支援特別事業費２７７万７,０００円は、重

度障がい者の就労中の身の回りの介護費用について支援するものです。また、医療

的ケア児日常生活支援事業費３６万円は、医療健康保険の適用外の訪問介護費用に

ついて支援するものでございます。 

 寺原委員からご質問のあった当初予算資料１７ページ、障害者自立支援給付費事

業増加の内容はについては、主に障害児童通所支援等に係る障害福祉サービス費が

増加しているためです。障害児サービス費が著しく増加傾向にあるのは、障害児支

援ニーズの増加及びサービス支援事業所の新規参入等で利用しやすくなったことが

要因と考えられ、今後も増加を見込んでおります。この自立支援給付費は、障がい者

及び障がい児の自立支援給付費令和５年度実績見込みと、この先の支援者増や利用

日数の増などを考慮し、障害福祉サービス等の利用に支障が出ないよう各事業の扶

助費を計上しているところです。ただ、扶助費でありますけれども、今後とも法制度

に基づき適正なサービス決定を慎重に進めたいと考えております。 

 次に、６７ページをご覧ください。 

 ３款１項９目めくばり館費です。めくばり館の管理運営に要する予算となってお

り、予算額１,３６５万９,０００円、６９万１,０００円の増です。その主な内容は、

シルバー人材センターに委託しているめくばり館の管理受付に係る人件費増による

ものです。 

 ６８ページ、３款１項１０目そったく基金事業費です。３２２万９,０００円、１

３５万８,０００円の減です。介護用品給付事業に３２２万９,０００円を本年度の

給付実績見込みにより計上しております。例年、このそったく基金事業で計上して

おりました在宅介護者支援リフレッシュ事業８１万２,０００円につきましては、６
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５ページ、３款１項５目老人福祉費１２節委託料で予算計上しておりますので、よ

ろしくお願いします。 

 この在宅介護者支援リフレッシュ事業とは、高齢者等を在宅で介護している家族

を介護から一時的に解放し心身のリフレッシュを図るため、日帰り旅行や交流会を

実施する大切な事業の一つであり、これまでそったく基金を財源に実施してきてお

りましたが、基金にも限りがありますので、できるだけ継続的に実施できるよう、福

岡県介護保険広域連合の事業財源を活用するため、老人福祉費委託料に移行し予算

計上をしておりますので、よろしくお願いします。 

 以上で、令和６年度福祉課予算概要の説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 石橋委員 

石橋委員  ６１ページの社会福祉総務費の１８節で、行旅人・無縁死亡人葬祭費３０万円で

すけれども、その前に遺骨保管料が２万円に上がっていますので、今までそういう

方たちのケースはあったと思うんですけど、今回のこれは新しい項目なんですかね。

もし新しいのであれば、こういうケースがあったとき、今まではどこから出してあ

ったのか、質問いたします。 

委 員 長  福祉課長 

福祉課長 

 

 お答えします。 

 今まではこの予算、社会福祉総務費で最後に予算を調整いたしまして支出してお

ったわけですが、臨時的に発生しておりましたが、一昨年ぐらいからですね、１名、

こういった身寄りのない方が出ておって、葬祭費が発生するような状況がありまし

て、昨年は先ほど申し上げましたように予算のやりくりをして最後に調整して支出

を行いました。しかし、例年の流れからするとこれがやはり増えております。１名、

例年発生するような状況が出てきておりますので、今年予算計上をさせていただい

た次第です。 

 よろしくお願いします。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で福祉課の予算説明を終わります。 

 環境防災課の予算説明を求めます。 

 環境防災課長 

環境防災課長 

 

 

 令和６年度環境防災課に関する予算についてご説明させていただきます。 

 最初に令和６年度環境防災課の歳出予算合計につきましては、対前年度比２,９６

７万６,０００円減の９億６,０６７万２,０００円となっております。 

 それでは、主な予算内容についてご説明いたします。 

予算書の５０ページをお願いいたします。 

 ２款１項２９目防犯対策費、対前年度比９２万５,０００円減の１,１６９万円で

す。この目では、１０節需用費及び１４節工事請負費の防犯灯維持管理等経費が全

体の約７６％を占めております。需用費の主なものは防犯灯の光熱費で、工事請負

費は防犯灯の設置費となります。光熱費は前年度の決算見込みから８１万５,０００

円の減額となっております。 

 次に、予算書の５１ページをお願いいたします。 

 ２款１項３０目交通安全対策につきましては、建設課所管分として１４節工事請
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負費が含まれておりますが、当課対象分といたしましては対前年度比１５万２,００

０円増の３９２万６,０００円となっております。 

 ７節報償費につきましては、毎月、街頭活動をいただいている交通指導員の謝金

です。 

 １８節負担金補助及び交付金の高齢者運転免許証自主返納支援事業補助金につき

ましては、７０歳以上の方で運転免許証を自主返納された方に、路線バスＩＣカー

ド、町指定業者のタクシー利用券、甘木鉄道の回数乗車券の１万円相当を交付して

おり、本年１月末現在、バス２７名、タクシー４３名、甘木鉄道２名、合計７２名の

方々に交付しております。 

 次に、予算書の７６ページをお願いいたします。 

 ４款１項５目環境衛生費につきましては、上下水道課所管分として、１８節負担

金補助及び交付金と２３節投資及び出資金が含まれており、当課対象分としまして

は、対前年度比９万７,０００円増の２,７７９万７,０００円となっております。増

額の主な理由は、１８節負担金補助及び交付金で、筑慈苑運営負担金が前年度対比

７１万８,０００円の増となっております。 

 次に、飼い主のいない猫の不妊去勢手術費助成金につきましては、猫の殺処分を

抑制し、生活環境被害の軽減を目的に創設する助成制度で、野良猫対策として野良

猫を自分で飼う、家の中で飼育するなどの条件で、今後、不妊去勢費の一部助成要件

を検討してまいりたいと考えております。 

 柳委員から事前に質疑書でいただいております住宅用再生可能エネルギー促進助

成金は、昨年度同様１,０００万で計上されているが助成状況はの質問への回答は、

申請状況は３月５日時点で５８件、内訳は、太陽光のみ１９件、蓄電池のみ１３件、

両方が２６件となっております。 

 次に、予算書の７７ページをお願いします。 

 ４款２項１目清掃総務費、対前年度比３６２万４,０００円減の１,６９４万１,０

００円です。 

 １節報酬につきましては、環境係の会計年度任用職員の１名の報酬です。 

 ７節報償費は、衛生組合連合会理事会の報償費で各行政区長から選出いただいて

いる理事１０名への謝金です。 

 続きまして、予算書の７８ページをお願いします。 

 ４款２項２目塵芥し尿処理費につきましては、上下水道課所管分として８節旅費

の一部と１８節負担金補助及び交付金の一部が含まれており、当課対象分としまし

ては、対前年度比３,４８２万６,０００円減の７億４,９２９万８,０００円となっ

ております。増額の主な理由は、１０節需用費の印刷製本費で、町指定のごみ袋の印

刷代となっており、在庫確認の上での発注枚数の増により３６３万円の増となって

おります。 

 １２節ごみ収集処理委託料につきましては、新たな資源ごみ分別収集を行うリサ

イクル促進と使用済み紙おむつの社会実験に取り組むため、３７４万１,０００円余

りの増となっております。また、１７節備品購入費は、使用済み紙おむつの回収ボッ

クス購入費として１２１万２,０００円を計上しております。 

 １８節負担金補助及び交付金のうち、甘木・朝倉・三井環境施設組合負担金とし

て、負担金が前年度比３,３６５万８,０００円の減となっております。これは、久留

米市脱退に伴う脱退負担金を構成市町村負担金の軽減策として活用したことが主な

要因です。 

 次に、両筑衛生施設組合運営負担金は、前年度比３８０万４,０００円の減です。

これは人件費及び電気代の減が主な要因と聞いております。 
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 木村委員から出されておりますごみ減量推進事業費補助金が減額されている理由

についてはの質問への回答につきましては、生ごみ処理機は前年度に比較し補助件

数は倍増しているものの、決算見込みに合わせて減額をしております。しかしなが

ら、生ごみ処理機を導入すれば生ごみをためずに処理できるので衛生的であり、環

境にも優しく、また、ごみ袋の節約になるなどのメリットがあります。さらに生ごみ

処理機を利用された方は、生ごみの減量化だけでなく、資源ごみの分別やリサイク

ル意識の向上にも効果があることが、令和３年度、令和４年度に実施したモニター

事業からもうかがえます。 

 一方で、電気代等の維持経費もかかることから、心配される方には省エネ設計の

ものを購入する、生ごみ投入前に十分水分を切る、あるいは電気代を抑制するため、

町では太陽光発電システムや蓄電池も併せて補助を設けており、今後も広報等で周

知し、普及推進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、予算書の９２ページをお願いいたします。 

 ８款１項２目非常備消防費、対前年度比１７４万１,０００円増の６,２０９万９,

０００円は、町の消防団運営活動費です。 

 １節報酬につきましては、団員報酬１,１２５万４,０００円は見込み団員数２５

１名分で算出しております。また、出動報酬については１６０万円を増額計上して

おります。これは、訓練や式典などを対象としている出動報酬に加え、新たに県の補

助事業を活用し、団員勧誘においても出動報酬が支給できるよう、支給範囲を広げ

るものでございます。他自治体においても直接訪問しての団員勧誘が効果があると

の例があること、また、少しでも勧誘に取り組む現役団員のモチベーションを上げ

ることを目的に、新たな消防団員勧誘強化策として取り組むものでございます。 

 ７節報償費の退職団員報償金につきましては、５年勤務以上の団員を対象に支払

うものであり、対前年度比８２万７,０００円増の６１４万８,０００円を計上して

おります。 

 続いて予算書の９３ページをお願いします。 

 ８款１項３目消防施設費です。対前年度比８１３万４,０００円減の３９７万７,

０００円となっております。１４節工事費は、老朽化した消防施設の撤去費です。 

 次に、８款１項４目防災費です。対前年度比９２７万円増の２,７４７万８,００

０円です。主な増額要因といたしましては、ハザードマップの更新として９５０万

４,０００円計上しております。 

 事前質疑書で木村委員から出されておりますハザードマップ更新委託料の内容に

ついての質問の回答につきましては、ハザードマップはため池と洪水とございます

が、今回は洪水のハザードマップの更新でございます。土砂災害防止法第８条によ

り、福岡県が土砂災害警戒区域等を指定した場合、また、水防法第１５条の３の規定

により県が洪水浸水想定区域を指定したときに住民等に周知するため、印刷物の配

布、その他の必要な措置を講じるものとなっており、県から通知が来ましたので、

国・県の補助事業を活用し、更新するものでございます。策定後には町のホームペー

ジや冊子の全戸配布等を検討しており、広く周知してまいりたいと考えております。 

 続いて、予算書の９４ページをお願いいたします。 

 １７節備品購入費につきましては、災害用ポータブルトイレを導入します。これ

は、使用後に自動で排せつ物をラップで包装でき、衛生的で要配慮者にも使用可能

なため購入するものでございます。主な減額要因といたしましては、昨年５月に開

催されました福岡県総合防災訓練のための１０節需用費や１８節負担金補助金及び

交付金が減額となっております。 

 以上、環境防災課の歳出予算の概要説明を終わらせていただきます。 
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 よろしくお願いします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 木村委員 

木村委員  先ほど説明されました生ごみ処理機の件ですが、私も現在使用しております。生

ごみ減量化には大変有効であると実感しておりますので、先ほど説明されたように、

ぜひ普及していただきたいと思います。 

 それと、６年度４月から新たに主要家電、それから製品プラスチックの分別回収

等が実施されます。どのような形で普及されていくのか、住民に周知されるのかと、

おむつの分別回収の箇所数を教えてください。 

委 員 長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 まず、貴重なご意見をいただきまして、誠にありがとうございます。どのように周

知するか、製品プラ、使用済み小型家電につきましては、４月に入りましてすぐに環

境美化推進員及びステーションリーダー会説明会を予定しておりまして、また、こ

の取り組みにつきましては住民の皆様のご理解、ご協力が必要不可欠であると思っ

ておりますので、今後、周知を図りたいというふうに思っております。 

 それと、使用済み紙おむつの分別回収につきましては、現在、９か所を予定してお

ります。 

 以上でございます。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  ９４ページの防災費の備品購入費で、先ほど災害用ポータブルトイレの説明をさ

れましたけれども、これは個数としては何個でしょうか。 

委 員 長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 １台の予算計上でございます。 

委 員 長  石橋委員 

石橋委員  １台で２４万２,０００円と高額なんですけれども、災害が起きた場合どうしても

トイレは男性と女性とありますので、今後、検討していただきまして、もう１台増や

していただければと思っております。 

委 員 長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 このポータブルトイレにつきましては、取扱い事業者からデモを受けまして、衛

生的で高齢者等に必要であると判断した上で計上したものでございます。しかしな

がら、先ほどご説明いたしましたとおり１台あたりの価格が安価なものでないため、

実際に防災士訓練等で実際に座っていただき、利用者からしっかり意見聴取した上

で必要個数を今後十分検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  関連なんですけれども、三輪中学校は避難所である体育館にトイレがありません。

三輪中学校の体育館に設置をされたらどうでしょうか。 

委 員 長  環境防災課長 

環境防災課長  お答えいたします。 

 三輪中学校のトイレについては、ちょっと状況等を把握しておりませんので、ご

意見として承らせていただきます。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 
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 山本一洋委員 

山本一洋委員  紙の予算書の９０ページの非常備消防費のところの今の説明の中で、今年度、県

の補助金等を活用しながら団員の確保に向けて努力をされるようでございます。地

元も大変、団員確保については苦慮している状況でございますので、なかなかいい

内容であると思っていますので、ぜひとも各分団の指導者あたりに十分周知をして

いただいて、この補助金の活用をよろしくお願いしたいというふうに思います。要

望です。 

委 員 長  環境防災課長 

環境防災課長 

 

 お答えいたします。 

 委員ご指摘のとおり、消防団員の団員確保については緊急の課題であるというふ

うに認識しております。団員確保に効果的である施策を今後さらに推進していくも

のとして捉えておりますので、今後も団員確保に努めてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で、環境防災課の予算説明を終わります。 

休  憩  

委 員 長  ここで休憩をいたします。 

 １４時２５分から再開をします。 

（１４：１６） 

再  開  

委 員 長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（１４：２５） 

委員長  農林商工課、農業委員会の予算説明を求めます。 

 農林商工課長 

農林商工課長 

 

 

 それでは、農業委員会事務局、農林商工課になります。 

 目ごとに説明いたします。 

予算書の７９ページをお願いします。 

 ５款１項１目農業委員会費です。予算額２,６４１万７,０００円で、前年度比１

９６万円の増です。事業費の主なものとしましては、１節報酬の農業委員会農業委

員１９名及び嘱託職員１名の報酬となっております。 

 柳委員からご質問いただいております、７節報償費についての令和７年度以降、

法改正に伴う増額はあるのか、また、法改正後のあっせん手数料はどうなるのかの

２点について回答いたします。 

 回答するにあたり、まず、農地あっせん謝金についてご説明いたします。農振農用

地の売買において、一定の要件を満たしたもので農業振興推進機構を仲介するもの

については、税の特別控除等のメリットを受けることができます。この事業につい

ては、登記等に係る費用として推進機構への手数料が発生します。予算にある農地

あっせん謝金については、その売買成立分について、担当農業委員に対して１件あ

たり２,０００円を支払うものでございます。そのため、ご質問の法改正の内容であ

る農地の貸し借りについて中間管理機構を介したものに変更されることとは異なり

ますので、増額を予定することはございません。また、法改正による貸し借りに手数

料は発生しません。売買については従前と変わらず定められた手数料をいただくこ

とになります。 
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 続きまして、８０ページをお願いいたします。 

 同款同項２目農業総務費です。予算額６,６２７万２,０００円で、前年度比９０

２万３,０００円の減です。主な要因としましては、食料・農業・農村基本計画策定

委託料や人・農地プランに係る委託料が減となっていることからです。 

 ８１ページをお願いいたします。 

 同款同項３目農業振興費になります。予算額４億２,３４１万５,０００円で、前

年度比６,６０８万７,０００円の増です。増の主な要因は、新規就農関連の補助事

業や機械導入、園芸施設等の補助事業件数の増加、みなみの里の空調改修等に伴う

ものです。 

 事業の主なものについて説明いたします。 

 ７節報償費の有害鳥獣捕獲報償金４９５万円については、野生鳥獣による農作物

被害の削減と耕作放棄地の抑制のため、令和４年から６年度の３か年限定で国の補

助に町独自に上乗せ補助をして、個体数の削減を図るためのものです。 

 続きまして、１４節工事請負費１,３３９万８,０００円は、みなみの里の空調設

備改修に係るものです。 

 １８節負担金補助及び交付金のうち、経営発展支援事業補助金４,４６２万５,０

００円は、新規就農者の生活支援や初期投資費用に対する支援です。多面的機能支

払交付金１億３,０７７万円は、農地や農業用施設の維持に取り組む３６組織及び長

寿命化に取り組む２７組織へ交付する事業でございます。 

 ８２ページをお願いします。 

 水田農業担い手機械導入支援事業補助金８,８２７万２,０００円は、農業経営体

の育成確保のため必要な機械導入について支援するもので、令和６年度は２１経営

体の導入が予定されております。水田農業ＤＸ推進事業費補助金１,１０９万３,０

００円は、２経営体を予定しております。 

 活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金１,５９０万８,０００円は、産地の強

化に必要な生産流通施設等の整備の支援で、８経営体を予定しております。園芸農

業土づくり支援金事業４００万円は、令和６年度からの新たな取り組みで、堆肥の

利用促進を補助するものとなっております。 

 農産加工所整備事業補助金１２５万円は、令和４年から５年度で実施しておりま

した漬物加工所に対しての補助を継続して行うものでございます。 

 ここで、柳委員からご質問していただいております、７節報償費、有害鳥獣捕獲報

償金４９５万円の令和７年度以降の継続実施について回答いたします。 

 本事業は令和４年から６年度の３か年限定で、集中してイノシシ、鹿の個体数を

削減する事業でございます。令和７年度以降の実施については、令和６年度の捕獲

数を考慮の上、検討すべきことで、現時点での回答のほうは控えさせていただきま

す。貴重なご意見として参考にさせていただきます。 

ありがとうございます。 

 もう１点、柳委員からご質問いただいております、１８節負担金補助及び交付金

の水田農業担い手機械導入支援事業補助金が３,８００万円増額している理由につ

いて回答いたします。 

 令和５年度の事業実施主体が１４経営体でしたが、令和６年度は２１経営体を予

定していることが主な要因となります。また、購入する機械の内容が前年度とは異

なることも要因の一つになります。 

 続きまして、同款同項４目畜産費です。予算額１３万７,０００円で、前年度と同

額となっております。説明のほうは割愛させていただきます。 

 同款同項５目農地費です。予算額７,０４９万５,０００円で、前年度比３７０万
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６,０００円の増です。増の主な要因は、県営両筑平野用水二期事業の負担金の増で

す。事業の主なものは、１８節負担金補助及び交付金のうち、水利施設管理強化事業

補助金１,５５９万２,０００円は、両筑土地改良区に対して施設の維持管理体制の

整備に対し支援をするものでございます。 

 ８３ページをお願いいたします。 

 両筑平野用水県営二期事業負担金５,１５７万７,０００円は、国営事業により整

備しました幹線から引き続き県営事業により枝線の管路やポンプ場整備など、施設

の維持整備を行うものです。 

 同款同項６目農業土木費です。予算額５,９３３万円で、前年度比２,７６８万２,

０００円の増です。増の主な要因としましては、ため池関連の事業になります。 

 １２節委託料のうち分筆測量委託料２６４万円は、農道舗装に伴い必要となる分

筆を行うためのものです。ため池劣化状況評価委託料５７０万円は、１０か所の劣

化状況調査分になります。ため池浚渫測量設計委託料１,３５６万５,０００円は、

浚渫を予定しておりますため池３か所の設計委託になります。 

 １４節工事請負費１,６４２万６,０００円は、農道舗装２地区の工事費用です。

農業土木緊急工事費５００万円は、緊急的及び応急的に農業用施設の補修等に対応

するものです。 

 １８節負担金補助及び交付金のうち、農業土木整備補助金１,５００万円は、行政

区及び営農団体による農業施設の改修と農業振興を行う行政区や営農団体の事業に

対して補助金を交付し、受益者の主体的な活動を支援するとともに、地域の農業振

興に資するためのものです。 

 同款２項１目林業総務費です。予算額１９万３,０００円で、前年度比３万８,０

００円の減です。説明のほうは割愛させていただきます。 

 同款同項２目林業振興費です。予算額４,３８１万６,０００円で、前年度比６６

２万７,０００円の増です。増の主な要因は、森林環境譲与税や県補助を活用した森

林関係の事業に取り組むためのものです。 

 事業の主なものについてご説明いたします。 

８４ページをお願いします。 

 １２節委託料、森林経営管理制度意向調査業務委託料７０９万３,０００円は、２

つの地区を主に森林所有者意向調査を行うものです。林業振興プランナー業務委託

料２７０万円は、町の森林整備に向けた専門的な知見に基づいた支援を行い、筑前

町森林整備計画及び整備構想を推進するためのものです。次の荒廃森林調査等委託

料１９６万円は、特定調査を行い、その中で、今後荒廃のおそれのある森林を選別

し、整備をする事業となっております。 

 １８節負担金補助及び交付金のうち、林業振興・森林保全事業補助金１００万円

は、森林の適正保全に欠かせない搬出路の整備を行う場合に、それを行う生産森林

組合、森林組合、経営委託を受けた事業所等に５０万円を上限に町が補助するもの

でございます。次の林業・木材産業循環成長対策交付金２,６０４万円は、木材需要

に安定的かつ持続可能な供給体制の構築のため、高性能林業機械の導入や流通加工

施設の整備への支援となっております。 

 ここで、木村委員からご質問いただいております、１８節負担金補助及び交付金

の林業・木材産業循環成長対策交付金の内容について、回答いたします。 

 先ほどの説明でも少し触れましたが、森林資源の循環利用の確立に向けた取り組

みに対する補助で、端的に申し上げますと高性能林業機械の導入や木材加工流通施

設の整備等についての補助事業でございます。今回は、フォワーダ――積載式の集

材作業車やロングリーチグラップル――長いリーチの集材機械の購入補助になりま



35 

 

す。国庫の補助事業になり、市町村を経由して林業経営体に補助されます。 

 次に参ります。 

 ６款１項１目商工総務費です。予算額４,０７９万円で、前年度比５３万８,００

０円の減です。事業の主なものは、１８節負担金補助及び交付金のうち筑前町商工

会補助金は、筑前町商工会への運営補助金１,０７５万２,０００円でございます。 

 続きまして、プレミアム付商品券発行事業補助金は、地域の消費喚起のための商

品券発行事業への補助で、２０％のプレミアム分のうち県と町でそれぞれ１０％を

負担するものです。 

 続きまして、ちくぜん食の仕送り便事業補助金になります。筑前町産商品のＰＲ

と町内事業の活性化のため購入した商品を送料無料とする事業でございます。 

 ここで、田中委員からご質問いただいております１８節負担金補助及び交付金の

仕送り便事業の過去からの実績及び費用対効果について回答いたします。 

 コロナ禍による移動制限を発端とした事業で、令和２年度よりスタートしており

ます。委託先や開始時期、対象が年度によって異なりますので一概に比較はできま

せんが、対象となった分の売り上げを報告させていただきます。令和２年度が１,９

１６万円、令和３年度が２,１５０万円、令和４年度が２,１３１万円、令和５年度が

６,６３８万円と順調に伸びております。また、売上金額では見えない部分の効果と

しましては、購入者自身が積極的に贈物として筑前町産の商品をＰＲする機会にな

ったのではないかと考えております。 

 次に参ります。８５ページをお願いいたします。 

 同款同項４目労働総務費です。予算額７３万７,０００円で、前年度と同額となっ

ております。説明のほうは割愛させていただきます。 

 同款同項５目消費者行政推進費です。予算額３９４万３,０００円で、前年度比５

万１,０００円の減です。支出の主なものとしましては、１２節委託料の消費生活相

談委託料でございます。 

 以上で歳出の説明を終わりますが、最後に柳委員から事前にご質問いただいてお

りました歳入の件になります。 

 １６ページの２款３目の森林環境譲与税についての決定額はこれだけなのかとの

ご質問について回答いたします。 

 歳入見込額の１,０４９万２,０００円は、全国の譲与総額６００億円と仮定し試

算された金額で、県より提供された数字でございます。この金額で間違いございま

せん。なお、付け加えますと譲与基準が昨年見直されておりまして、割合が見直され

た後の金額となっております。 

 以上で、農業委員会、農林商工課の説明を終わります。 

委員長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  予算書の８０ページです。 

 ４目畜産費、説明は割愛されたわけですが、畜産業の方、飼料の高騰で本当に大変

だと思うんですけれども、それの補助はされないんですか。 

委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えします。 

 今年度、令和６年度につきましては、今のところ予定しておりませんが、令和５年

度、４年度につきましては、コロナ交付金等を使いまして補助のほうをしていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

委 員 長  河内委員 
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河内委員  物価はまだまだ高騰します。今年はあげないというのはちょっとあれかなと思い

ますが、今後、どのようなお考えでしょうか。 

委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 町レベルで可能な内容とも言い切れませんので、今後、国・県の補助金等と併せて

検討させていただこうと思っております。 

 以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 木村委員 

木村委員  ８２ページの５款１項３目１８節園芸農業土づくり支援金のことについて、新た

な事業ということなんですが、できたら、もう少し詳しく教えてください。 

委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 園芸品目を営む農業者に対して、品質向上や近年の肥料高騰対策として、国内資

源の活用を目的とした堆肥利用促進の補助でございます。町内で販売される堆肥、

法令に基づく表示がされているものでございますが、この購入に対して２分の１以

内の補助を予定しております。作付面積比の下限、あと散布量の上限のほうは指定

しております。 

 以上でございます。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  森林環境譲与税の関係なんですけれども、書き方があまりよくなかったかもしれ

ません。決定額はこれだけなのかということで、ちょっと疑問に思われたかもしれ

ないんですけれども、森林環境税と環境譲与税、国に納めるほうともらうほうの対

比はどれぐらいになるんですか。 

委員長  農林商工課長 

農林商工課長 

 

 

 対比といいますと筑前町の町民の方が納める金額と、先ほどの約１,０００万円戻

ってくる金額の比ということですか。私が今把握してるのは、あくまでも日本全国

でのところで把握しておりますので、後で確認して正確な数字に近い数字をお答え

させていただこうと思います。 

 よろしいでしょうか。 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で、農林商工課農業委員会の予算説明を終わります。 

 建設課の予算説明を求めます。 

 建設課長 

建設課長 

 

 

 建設課です。 

よろしくお願いいたします。 

 建設課の令和６年度当初予算の歳出総額につきましては３億５,２０１万円で、前

年度比１,３６８万７,０００円の増でございます。増額の主な要因としましては、

災害復旧費の増によるものでございます。 

 予算の説明につきましては、人件費等の義務的経費は省略し、目の主なものにつ

いてご説明をいたします。 

 それでは、予算書の５１ページをお願いいたします。 

 ２款１項３０目交通安全対策費でございます。ハード事業のみ建設課で所管をし

ております。 

 １４節工事請負費１,５００万円は、前年度と同額でございます。交通安全対策特

別交付金を活用し、通学路危険箇所調査や地元要望に基づき、カーブミラーや防護
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柵、区画線等の安全対策を行うものでございます。 

 次に、予算書の８４ページをお願いいたします。 

 ５款２項３目林道費９０万４,０００円、前年度比４万４,０００円の増でござい

ます。１２節委託料及び１４節工事請負費は、例年同様の林道の管理委託費と補修

工事費でございます。委託料を増額しております。 

 次に、予算書の８５ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目土木総務費９,０７９万７,０００円は、人件費のほか道の駅やラジ

コン草刈機の維持管理費を計上しています。前年度比９０８万１,０００円減の主な

要因としましては、職員の育児休暇による人件費の減でございます。 

 次に、予算書の８６ページをお願いいたします。 

 １０節需用費２８１万８,０００円のうち消耗品費８１万２,０００円は、道の駅

の消耗品３９万２,０００円、ラジコン草刈機替え刃代１０万９,０００円などでご

ざいます。光熱水費１０５万６,０００円については道の駅の電気代、水道料で、近

年の実績を基に計上しております。修繕料５６万２,０００円のうち４３万２,００

０円は、ラジコン草刈機等の修理代として計上しております。 

 １１節役務費７６万５,０００円の主なものは、通信運搬費として道の駅のインタ

ーネット使用料２４万９,０００円、固定電話及び公衆電話の使用料７万１,０００

円、そのほか、ラジコン草刈機３台分の定期点検手数料２０万９,０００円、同じく

保険料１７万５,０００円を計上しております。 

 １２節委託料１,００４万９,０００円の内訳は、セットバック用地の寄附等に伴

う分筆測量や登記の費用２０１万３,０００円、道の駅の管理業務委託料３６５万

２,０００円、トイレ清掃委託料３９９万５,０００円などを計上しております。 

 予算書の８７ページをお願いいたします。 

 １４節工事請負費１４万１,０００円は、道の駅に設置します公衆電話の設置工事

費でございます。 

 続きまして、７款２項１目道路橋梁総務費８,１１４万８,０００円、前年度比１,

６１６万円の増でございます。橋梁の長寿命化対策として、国の補助金を活用した

橋梁の補修工事及び起債を財源とした道路の舗装補修工事を計画しております。増

額の主な要因としましては、委託料及び工事請負費の増額によるものです。 

 １２節委託料２,０９１万３,０００円は、橋梁長寿命化修繕計画の策定委託料１,

５００万円と、例年同様の道路台帳デジタル化更新作業に伴う委託料５９１万３,０

００円でございます。橋梁長寿命化計画につきましては、令和元年から５年度まで

の５か年間の橋梁点検結果を踏まえ、町内にあります３２３橋の修繕計画を見直す

ものでございます。 

 １４節工事請負費６,０００万円は、上高場の中園橋と下髙場の田屋橋の補修工事

費２,０００万円と舗装補修工事４,０００万円でございます。町道曽根田篠隈線と

新町原地蔵線で経年劣化により傷んだ舗装の補修工事を複数年の継続で実施をして

おります。 

 次に、７款２項２目道路維持費５,８８６万８,０００円、前年度比２４３万６,０

００円の増でございます。 

 １２節委託料４７１万９,０００円は、道路パトロールや草刈り、清掃作業などの

維持管理費が主なものでございます。毎月４回の道路パトロールの報告を受け、そ

の後、職員で道路の穴埋め補修を行っております。 

 １４節工事請負費５,０００万円は、行政区からの要望や緊急的な補修、苦情等に

対応する維持工事の予算として、昨年と同額で予算計上しております。 

 原口委員より質問がありました予算増額の検討につきましては、未対応の地元要
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望を精査し、道路維持費以外で道路新設改良費や河川維持管理費の予算で対応でき

るものを来年度の工事に計画しております。予算編成時に各課に一般財源の配分額

が示されますので、なるべく起債などの特定財源で対応できるような要望を優先的

に来年度は対応する予定でございます。 

 次に、予算書の８８ページをお願いいたします。 

 ７款２項３目道路新設改良費７,２９０万円、前年度比７６０万円の減でございま

す。道路新設改良事業につきましては、主に起債を財源とした道路の舗装や拡幅な

ど改良事業でございます。令和６年度は、朝日地区の後田１号線道路改良事業に伴

う用地買収のほか、地元要望によります比較的小規模な工事を５件計上いたしてお

ります。 

 １２節委託料１,０９０万円は、二、篠隈・長者町線道路改良工事のほか、３件の

測量設計委託費でございます。 

 １４節工事請負費３,１６０万円は、昭和・片牟田池線ほか４路線の道路改良工事

費でございます。 

 次に、１６節公有財産購入費２,５９０万円は、後田１号線と長者町・下髙場・四

三嶋線の道路拡幅工事に伴う用地費でございます。 

 ２１節補償補填及び賠償金４５０万円は、同じく後田１号線と長者町・下髙場・四

三嶋線の道路拡幅工事に伴う物件補償費でございます。 

 次に、７款３項１目河川総務費５７４万１,０００円、前年度比１４３万円の増で

ございますが、主に、草刈機等購入費補助金の歳出科目を２目から１目に変更した

ことによるものでございます。 

 １８節負担金補助及び交付金、県営河川を守る会補助金４４２万２,０００円は、

河川を守る会、三輪地区５団体、夜須地区２４団体への活動補助金です。本年度より

各団体に配付されていました給油券が廃止され、補助金３８万円が上乗せされてお

ります。県からの河川愛護団体報償金１３３万円に町費をつぎ足して交付いたして

おります。草刈機等購入費補助金１００万円につきましては、地域の環境美化活動

の負担軽減対策としまして、行政区が購入する草刈機等の購入金額の２分の１、１

行政区あたり２００万円を上限に補助するものでございます。近年の実績により１

００万円減額をいたしております。 

 次に、７款３項２目河川維持管理費１,０１５万２,０００円、前年度比３００万

２,０００円の減でございます。これは、先ほど説明しました科目変更によるものと、

前年度発注いたしました委託業務の完了による減でございます。 

 １４節工事請負費１,０００万円は、昨年度比４００万円の増でございます。緊急

浚渫推進事業債を活用し、防災・減災対策として栗田の梅川と当所の谷川の浚渫な

どを計画いたしております。財源は充当率１００％で交付税措置７０％の有利な起

債ですので、有効に活用し、地元要望に対応したいと考えております。 

 飛びまして、予算書の１２４ページ、１２５ページをお願いいたします。 

 １０款災害復旧費でございます。現年発生の災害復旧費につきましては、従来ど

おり当初予算に応急工事費のみを計上し、本復旧工事につきましては補正予算を計

上して対応する予定でございます。 

 そのほか、本年度に発生しました災害の復旧工事がまだ数件残っておりますので、

過年発生災害復旧費として予算を計上させていただいております。 

 以上で建設課の令和６年度の当初予算の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 
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河内委員  予算書の８４ページ、１２節委託料なんですが、上から２つ目と３つ目、道の駅管

理委託料３６５万円余、道の駅トイレ清掃委託料３９９万５,０００円。トイレ清掃

委託料が管理委託料より高いのはどうなんでしょうか、お尋ねをいたします。 

委 員 長  建設課長 

建設課長  お答えいたします。 

 道の駅の管理委託料につきましては、１名で対応いたしております。一方、道の駅

のトイレ清掃につきましては２名体制で対応させていただているところで、金額が

異なっております。 

以上でございます。 

委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で建設課の予算説明を終わります。 

 ここで、先ほどの柳委員の環境森林譲与税の件で、農林商工課長から発言の申し

出があっていますので、これを許可します。 

 農林商工課長 

農林商工課長 

 

 

 お答えいたします。 

 先ほどの柳委員からのご質問への回答でございます。 

 町内の納税義務者をおおむね１.５万人と仮定いたしまして、１,５００万円が納

税されるところでございます。配分金額が１,０４９万２,０００円でございますの

で、率的にはおおむね３分の２に相当することになります。ただ、今後、県に配分さ

れている分もございます、こちらは県の事業として町のほうが上手に活用していき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

委 員 長  都市計画課の予算説明を求めます。 

 都市計画課長 

都市計画課長 

 

 都市計画課でございます。 

都市計画課の歳出予算をご説明いたします。 

 都市計画課の人件費を除く予算総額は１億７,９１７万３,０００円、前年度比１

億９,０９４万３,０００円の減となっております。 

 予算書８８ページをお願いします。 

 ７款４項１目都市計画総務費、前年度比９４７万８,０００円減の８億７,２８２

万５,０００円。 

次のページ、１８節負担金補助及び交付金のうち、下水道事業負担金（基準内）５

億１,４６６万１,０００円及び同負担金（基準外）６５９万４,０００円、並びに２

３節投資及び出資金、下水道事業出資金２億８,０２８万３,０００円、合計８億１

５３万８,０００円は、財政課所管の予算です。これらと、２節から４節までの人件

費を除く都市計画課予算額は、前年度比３,３２５万１,０００円減の１,２１６万

７,０００円。 

 減額の主な要因は、３Ｄ都市モデル作成業務完了による委託料の減です。主な予

算は、１１節役務費の相続財産管理人申立て手数料、相続人がいない空き家の精算

を行う相続財産管理人の申し立てをするための予納金２件分の費用１４０万円。 

 １８節負担金補助及び交付金のブロック塀等撤去促進事業補助金、これは地震に

よるブロック塀等の倒壊による被害を防止するため、危険なブロック塀の撤去費用

の一部を補助するもの８０万円、木造戸建住宅性能向上改修促進補助金、昭和５６

年以前に建築された木造戸建住宅の耐震改修費用の一部を補助するもの１１０万
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円、老朽危険空家除却促進事業補助金、老朽化した危険な空き家の除却工事費用の

一部を補助するもの３００万円、住宅リフォーム補助金、町内業者施工による住宅

リフォーム費用の一部を補助するもの５００万円、これら各補助金を前年度に引き

続き計上しております。 

 次に、２目公園費、前年度比３,１４７万９,０００円減の１億２,７９２万５,０

００円、主に公園緑地等の維持管理費や改修工事費です。 

 次のページ、１２節委託料７,８６８万６,０００円、前年度比６９１万１,０００

円の増。木村委員からのご質問、委託料増額の要因につきましては、各委託先の人件

費や燃料費などの増を見込んだことによるものです。 

 １４節工事請負費３,７５０万円。 

 石橋委員からのご質問、工事請負費の内訳につきましては、突発的な補修工事や

維持補修工事が５５０万円、新規工事が３,２００万円です。新規工事は３件。 

 その内容は、１件目、南部運動公園遊具改修工事。高田区にある南部運動公園の遊

具老朽化のため撤去し、新たに複合遊具を設置するもの。ユニバーサルデザインを

取り入れたインクルーシブ遊具を一部導入します。財源として、公共施設等適正管

理推進事業債を活用します。 

 ２件目、筑前ぽぽろ防犯カメラ設置工事。既存電気用配管にケーブルを挿入し、６

か所に防犯カメラを設置するもの。多目的運動広場整備基金を全額充当します。 

 ３件目、筑前ぽぽろ東屋設置工事。現在、ぽぽろには遊具付近に屋根付休憩所があ

るだけでグラウンド側には屋根のついていないベンチしかないため、来園者の防暑

及び熱中症対策の一つとして管理棟西側に東屋を新規整備するもの。一般事業債及

び多目的運動広場整備基金を活用します。 

 続いて７款５項１目住宅管理費、公営住宅の維持管理費です。前年度比１億２,６

２１万３,０００円減の３,９０８万１,０００円。減額の主な要因は、町営住宅新町

団地改修工事の完了によるものです。 

 以上で都市計画課の一般会計歳出予算の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 石橋委員 

石橋委員  「ぽぽろ」に東屋を設置って言われましたけれども、どういうふうなデザインを考

えていらっしゃいますか。 

委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長 

 

 お答えします。 

 何と申しますか、柱がありまして、屋根がありまして、で、ベンチがあるというよ

うな東屋になっております。 

 以上でございます。よろしいでしょうか。 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で都市計画課の予算説明を終わります。 

 教育課の予算説明を求めます。 

 教育課長 

教育課長 

 

 

 教育課でございます。 

よろしくお願いいたします。 

 それでは、教育課所管の予算についてご説明をいたします。 

 教育課所管の予算については、人件費を除いた総額１３億４,１３７万５,０００

円となり、前年度比３億６４５万８,０００円の増額２９.６％の増となっておりま
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す。 

 それでは、予算書の５２ページをお開きください。 

 ２款１項３３目新型コロナウイルス地方創生費、予算額７,３０９万８,０００円

のうち教育課所管については、１８節負担金補助及び交付金の学校給食物価高騰対

策支援金６,２７４万円でございます。現在、同等の助成金を行っておりますけれど

も、当初予算比較では全額が増額となります。食材等の高騰による保護者の経済的

負担を軽減し、継続して安全で安心な食材の確保と栄養のバランスのとれた学校給

食の提供のため、各小中学校の給食費の半額程度を助成するものでございます。 

 予算書の５８ページをお開きください。 

 ２款５項５目学校基本調査費、予算額１万５,０００円でございます。前年度比で

増減ございません。県の統計委託費を財源として、毎年５月１日現在の園児、児童生

徒数及び教職員数の調査で、地方交付税算定の基礎となるものでございます。 

 予算書の６８ページ、６９ページをお開きください。 

 ３款２項１目児童福祉総務費のうち、教育課の事務所がございますこども未来館

の維持管理に伴う経費について、予算額４１９万８,０００円を計上しております。

前年度比２０万５,０００円の減額となります。減額の主な要因は、前年度に１４節

工事請負費に教育課ブラインド取替工事を計上していたものの減によるものでござ

います。 

 予算書９４ページをお開きください。 

 ９款１項１目教育委員会費、予算額２９７万１,０００円でございます。前年度比

２３万５,０００円の増となります。教育委員の報酬のほか、教育委員会運営に要す

る経費でございます。増減の主な内容は、１８節の負担金補助及び交付金の郡地教

委連絡協議会負担金の増によるものでございます。 

 ２目事務局費、予算額３億３,７１７万５,０００円、前年度比８３４万２,０００

円の増額となります。 

 主なものについて説明をいたします。 

 １節報酬については、ＡＬＴ２名、スクールソーシャルワーカー１名、作業療法士

１名、教育支援センター長１名、同指導主事１名、栄養士１名、教育指導主事１名、

地域おこし協力隊１名、事務職員など１３名の報酬に加え、令和６年度につきまし

ては校内教育支援センター設置に伴う支援員２名の報酬を計上しております。 

 予算書９５ページをお願いいたします。 

７節報償費から、９６ページをお願いします。１１節役務費まで、各種委員等への

謝金や事務局管理経費など、前年同様の予算を計上させていただいております。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 １２節委託料でございますが、前年同様の委託料に加え、小学校備品管理システ

ム導入委託料として６７１万５,０００円を計上しております。これは、現在、紙台

帳で管理をしています備品台帳をデータ化し、管理するものです。また、教職員パソ

コンデータ消去処理委託料３３万円を計上しています。これは、教師用パソコン更

新により不要となったパソコン内のデータを消去して廃棄をするためのものでござ

います。 

 １３節使用料及び賃借料でございますが、地域おこし協力隊住宅借上料６０万円、

児童生徒用デジタルドリル６０６万円などに加え、ＧＩＧＡスクールソフト使用料

１,３７８万４,０００円を新たに計上しています。これは、タブレットに付随した

３年間のソフトウエアライセンスの無償期限が切れたことによるものでございま

す。 

 ９８ページをお願いいたします。 
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 １４節工事請負費は、増築教室のＧＩＧＡスクールを無線工事２０５万２,０００

円、１７節備品購入費は、教職員用パソコン１０台１５２万９,０００円、中学校の

電子黒板更新５１台２,７１０万９,０００円、学習用タブレット５７１万３,０００

円を計上しています。また、新たに全国コミュニティスクール連絡協議会等負担金

５万円を計上しています。 

 木村委員から事前質疑のあった学習用タブレットの台数は５０台でございまし

て、児童生徒数の増に対応するため購入するものでございます。 

 １８節負担金補助及び交付金は、三輪線のバス購入補助として２,８００万円、そ

の他、各種団体等への負担金を計上しています。 

 田中委員より事前質疑があったバス購入についてでございます。令和４年度から

令和６年度まで３台を購入補助いたします。令和６年度が最終年度となります。 

 原田宏委員より事前質疑のあった南部路線バス運行委託料とバス購入についてで

ございますが、委託料については運行に必要な経費のみを計上いたしておりまして、

老朽化したバスの更新費用は委託料に含まれていませんので、路線継続のためバス

購入補助を行っているところでございます。また、通常時の一般の人が利用可能か

とのご質問ですが、通常の路線バスと変わらず一般利用が可能でございます。また、

現行路線で３台を活用していまして、児童の登下校以外の時間帯に活用はしており

ません。購入補助が今後も必要になるかとのご質問については、令和６年度のバス

購入を最後に当分の間、購入の必要はございませんが、このバスの老朽化に伴い使

用が不可能となる時期には、その時点での児童数やどのような形態が適切かなどを

検討する必要があると考えております。 

 三輪線は路線バスでございます。路線バスは貸切バスと違い座席指定がありませ

んので、乗車地域の山隈、原地蔵、南高田などの対象者を中型バスで賄えておりま

す。バス購入補助を決定した当時、貸切バスなどと比較検討しておりますけれども、

現在の路線バスを維持しつつ中型バス購入を補助する方法が適当と判断し、現在に

至っているところです。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 ２１節補償補填及び賠償金は、学校管理下での児童生徒のけがに対応するための

賠償金でございます。日本スポーツ振興センターの保険に加入し対応しているとこ

ろでございます。 

 ３目私立学校振興費、予算額１億４,０４０万６,０００円、前年度比２７６万４,

０００円の減額となります。減額の主な要因は、子育てのための施設等利用給付交

付金について、実績に基づく園児数から積算した額によるものです。財源としては、

施設利用給付については国２分の１、県４分の１、副食材料費については国・県それ

ぞれ３分の１が補助されます。 

 田中委員より事前質疑のあった子育てのための施設等利用給付交付金の交付先

は、幼稚園を利用している保護者への交付でございます。ただし、代理受領が可能と

なっていますので、保護者同意のもと幼稚園へ一括して支出しているものがほとん

どでございます。 

 次に、学校予算について説明をいたします。 

 各学校とも、目的によって学校管理費、教育振興費に分けて予算化をしておりま

す。学校管理費については、学校医、学校薬剤師、図書司書の報酬、光熱水費や修繕

料、学校の施設関連の委託料や給食調理業務委託料、学校施設の工事請負費、庁用備

品などを計上しております。教育振興費については、特別教育支援員の報酬や学校

での各種事業に要する費用、また、就学援助費等を計上しておるところでございま

す。 
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 では、２項三並小学校費から説明をいたします。 

 １目学校管理費、予算額３,３５３万６,０００円、前年度比６６０万５,０００円

の増額となります。増額の主な要因は、１００ページをお願いいたします。 

１４節工事請負費において、放送機器更新工事３３５万３,０００円、図書室エア

コン更新工事１５４万円、プールサイド改修工事３３７万７,０００円、体育館倉庫

改修工事１７８万円等の増によるものでございます。 

 ２目教育振興費、予算額１,１８４万７,０００円、前年度比５６７万２,０００円

の増額となっております。増額の主な要因は、１０１ページをお願いします。 

１０節需用費の教科書指導書・教師用教科書２４４万７,０００円、デジタル教科

書２０２万９,０００円が主なものでございます。これは、４年に一度の改定という

ことでございます。 

 ３項中牟田小学校費です。 

 １目学校管理費、予算額２億４,１１５万７,０００円、前年度比１億８,０４８万

円の増額となります。増額の主な要因は、１０３ページをお願いします。 

１２節委託料の教室増築工事監理業務委託料３５２万円の増、１４節工事請負費

の教室増築工事１億８,２４０万２,０００円、体育館横舗装工事２５９万２,０００

円などの増によるものでございます。 

 寺原委員より事前質疑のあった教室増築工事につきましては、鉄骨造２階建て３

教室とトイレ１区画を考えております。延べ床面積が１階、２階それぞれ２３０.４

平米、合計の４６０.８平米になります。場所は、南側校舎の体育館側を予定してお

りまして、渡り廊下で接続をいたします。６年度中に完工いたしまして、７年度当初

からの予定をしておるところです。事業費ですが、管理を含めた事業費が１億８,５

９２万２,０００円、国庫補助が５,６８９万７,０００円、地方債１億１,６１０万

円、一般財源１,２９２万５,０００円となります。地方債については、交付税措置の

ある有利な地方債の活用を考えておるところです。 

 ２目教育振興費、予算額２,６９７万５,０００円、前年度比１,０８３万９,００

０円の増額となります。増額の主な要因は、１０節需用費の教科書指導書・教師用教

科書５６５万７,０００円、デジタル教科書２０２万９,０００円。 

 １０４ページをお願いいたします。 

 １９節扶助費、要保護・準要保護児童生徒援助費が、対象者の増による増額が主な

ものでございます。 

 ４項東小田小学校費です。 

 １目学校管理費、予算額１億７,０２３万９,０００円、前年度比１億６１８万１,

０００円の増額となります。増額の主な要因は、１０５ページをお願いいたします。 

 １４節工事請負費の教室増築工事１億１,５９２万７,０００円、相撲場撤去工事

３１５万７,０００円など、１７節備品購入費、給食用ガス釜購入費２８８万２,０

００円などの増によるものでございます。 

 寺原委員より事前質疑のあった教室増築工事につきましては、木造平屋建て２教

室を考えております。延べ床面積が２２０.２７平米になります。場所は北側校舎の

運動場側を予定しており、渡り廊下で接続いたします。６年度完工、７年度当初から

の利用を予定しています。管理費を含めた事業費が１億１,８５０万１,０００円、

国庫補助２,９４５万２,０００円、地方債８,０１０万円、一般財源８９１万円でご

ざいます。地方債については、交付税措置のある有利な地方債の活用を考えておる

ところでございます。 

 ２目教育振興費、予算額２,８９３万７,０００円、前年度比７７５万円の増額と

なります。増額の主な要因は、１０６ページをお願いします。 
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１０節需用費の教科書指導書・教師用教科書５６２万４,０００円、デジタル教科

書２０２万９,０００円が主なものでございます。 

 ５項三輪小学校費です。 

 １目学校管理費、予算額５,９９５万３,０００円、前年度比１,１６７万８,００

０円の減額となります。減額の主な要因は、１０８ページをお願いします。 

１４節工事請負費について、令和６年度音楽室床張替工事１１０万９,０００円、

体育館窓建具改修工事１７６万円が増となったものの、令和５年度に電気設備改修

工事１,７２５万９,０００円が減となったことが主なものでございます。 

 ２目教育振興費、予算額４,００７万５,０００円、前年度比９７１万４,０００円

の増額となります。増額の主な要因は、１０節需用費の教科書指導書・教師用教科書

８３０万９,０００円、デジタル教科書２０２万９,０００円が主なものでございま

す。 

 １０９ページをお願いいたします。 

 ４目通級指導教室費、予算額２１万５,０００円、前年度比１４万４,０００円の

減額となります。通級指導教室はことばの教室と情緒の教室の２教室を開設してお

りまして、本町では三輪小学校に設置をしております。この通級指導教室は、ふだん

は通常の授業を受けている児童が、通級指導教室の時間に通常の授業を抜け、その

授業を受けるものでございます。減額の主な要因は、令和５年度１７節備品購入費

に１４万６,０００円を計上していたものでございます。 

 ６項夜須中学校費でございます。 

 １目学校管理費、予算額５,５７１万５,０００円、前年度比２,４８２万３,００

０円の減額となります。減額の主な要因は、１１０ページをお願いいたします。 

１４節工事請負費において、令和６年度職員駐車場舗装工事６８万２,０００円が

増となったものの、令和５年度プールサイド改修工事２,４１４万５,０００円、生

徒用昇降口、屋上防水工事４９５万円が減となったことが主なものでございます。 

 ２目教育振興費、予算額３,５９３万７,０００円、前年度比４１７万４,０００円

の増額となります。増額の主な要因は、１１１ページをお願いいたします。 

１３節使用料及び賃借料のバス借上料の増、１９節扶助費、要保護・準要保護児童

生徒援助費の対象者増による増額が主なものでございます。 

 ７項三輪中学校費です。 

 １目学校管理費、予算額５,０３９万２,０００円、前年度比２,１３８万６,００

０円の減額となります。減額の主な要因は、１１３ページをお願いいたします。 

１４節工事請負費において、令和６年度給食調理室グレーチング設置工事９６万

８,０００円が増となったものの、令和５年度体育館床改修工事８６７万９,０００

円、テニスコート人工芝部分改修工事３９０万５,０００円、ランチルーム空調機更

新工事１,０１２万円が減となったことが主なものでございます。 

 ２目の教育振興費、予算額３,０４９万８,０００円、前年度比５万８,０００円の

増額となります。前年並みの予算となります。 

 柳委員より事前質疑のあった要保護・準要保護児童生徒援助費について、児童福

祉法に基づく要保護児童との違いとのご質問でございますが、児童福祉法上の要保

護児童とは、保護者がいない児童や虐待などにより保護する必要がある児童でござ

います。関係行政機関は県の児童相談所になります。一方、予算にあります要保護・

準要保護児童生徒援助費につきましては、学校教育法上に規定され、経済的な理由

により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して必要な援助を行うこととさ

れており、生活保護及び生活保護に準ずる世帯などに対して補助を行うものでござ

います。 
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 １２０ページをお願いいたします。９項文化財保護費です。 

 １目文化財保護総務費、予算額４,４４１万６,０００円、前年度比１,９２２万３,

０００円の増額となります。文化財事務所及び収蔵倉庫等の管理費が主な予算でご

ざいます。増額の主な要因は、１２１ページをお願いいたします。 

１２節委託料、埋蔵文化財収蔵庫設計委託料３,１１８万５,０００円の増が主な

ものでございます。 

 １４節工事請負費につきましては、令和６年度、三箇山小学校校舎解体工事６６

０万円を計上しています。 

 田中委員より事前質疑の、建築時期と計画の設計の質問でございますが、建築は

令和７年度を予定しております。設計につきましては、３,１１８万５,０００円の

うち基本設計が５６５万４,０００円、造成に係る実施設計が５８１万９,０００円、

建築に係る実施設計が１,９７１万円を予定しております。また、財源につきまして

は、交付税措置のある有利な起債の活用を考えております。 

 ２目埋蔵文化財調査費、予算額１１２万９,０００円、前年度比９０万３,０００

円の減額となります。開発行為に伴う試掘調査費として、１３節使用料及び賃借料

の試掘用重機借上料が主な予算でございます。 

 ３目文化財補助事業費、予算額３,８２０万９,０００円、前年度比２８６万８,０

００円の増額となります。発掘調査報告書の刊行に係る費用が主な予算でございま

す。財源として、補助対象経費の２分の１が遺跡発掘調査費として国・県から補助さ

れます。会計年度任用職員１２名の人件費が主な予算でございます。 

 １２２ページをお願いいたします。 

 ４目埋文調査受託事業費、予算額６１０万２,０００円、前年度比８２６万７,０

００円の減となります。開発用地等で試掘調査により埋蔵文化財調査の必要が生じ

た場合の調査費用とし、１２節の発掘調査委託料が主な予算となります。減額の要

因は、１２節の発掘調査委託料等の減によるものでございます。財源は全て受託事

業収入の文化財調査委託金でございます。 

 以上で教育課の説明を終わります。 

よろしくお願いいたします。 

委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

河内委員  中牟田小学校の増築の関係なんですけれども、南側というと築山と１０台ぐらい

置ける駐車場がある場所だと思うんですけれども、中牟田小の体育館は選挙のとき

の投票所になっています。それに支障は出ないのか、お尋ねをいたします。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 駐車場については、一部残すようにしておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

委 員 長  河内委員 

河内委員  選挙のときに弊害は出ないのかということについては、どうなんでしょう。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 一部と申しましたが、今の駐車場については全て残る予定でございます。今、西側

にある駐車場については、全て残る予定になっております。また、あちらのプールの

ほうにも駐車場がございますので、そちらのほう活用していただくとよろしいかと

思います。 

 以上でございます。 
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委 員 長  池松委員 

池松委員  寺原委員の教室増築工事のところで、河内委員と同じような内容なんですけども、

東小田小学校の増築で、予定地は土日にスポーツ少年団の保護者の車がよく止まっ

ておりまして、何年か前には運動場横の川沿いのところの駐車場も整備してもらっ

ていますが、その辺りの見解をちょっとお伺いしたいです。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 一部、校舎が使えなくなりますけれども、先ほどご指摘のとおりプール側と、あと

学校の校舎側にも止められますので、そちらのほうの活用をお願いしたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  自分が質問しておりました要保護・準要保護の支援、みんな合わせて４,２００万

円ぐらいあるんですよね。それで、すごく金額が多いんですけれども、どんな支援を

されているんですか。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 まず、学校に入学するときの準備金、それから給食費、それから教材費、そういっ

たものに充てております。そういったものに補助しているところです。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員  要保護と、準要保護の支援の内容は一緒ですか。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 要保護については生活保護基準のそのままを適用しております。準要保護につい

ては町の基準でやっておりますので、それぞれ市町村によって金額とかについては、

ばらつきがあるというふうに思っております。 

委 員 長  柳委員 

柳 委 員 

 

 生活困窮者なんかが多いようですので、十分子どもたちに支障を来さないよう、

例えば修学旅行に行けないとかというふうなことも、ぜひ支援をしていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

委 員 長  ほかに質疑はございませんか。 

 （質疑なし） 

委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で、教育課の予算説明を終わります。 

 ここで休憩いたします。 

 ３時４５分から再開します。 

（１５：３６） 

再  開  

委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１５：４５） 

委 員 長   生涯学習課の予算説明を求めます。 

 生涯学習課長 

生涯学習課長 

 

 

 生涯学習課です。 

よろしくお願いします。 

 それでは、令和６年度生涯学習課所管の予算概要について説明をいたします。 



47 

 

 予算書の１１４ページをお願いします。 

 ９款８項１目社会教育総務費です。予算額１億２,７０６万７,０００円で、前年

度比１,１３９万３,０００円の増となります。社会教育総務費の主な支出内容は、

職員等の人件費、地域学校協働活動事業、いわゆるアフタースクール事業に係る経

費、二十歳のつどいに係る経費、青少年育成町民会議の補助金等が主な支出です。増

額の主な要因は、１１５ページをお願いします。 

１４節工事請負費１,２００万円を計上したことによるものです。 

 石橋委員から出されています、工事請負費１,２００万円の内訳の回答についてで

すが、計上している工事は、めくばーる学習館及びコスモスプラザのエントランス

と各会議室へ、Ｗｉ－Ｆｉ環境を構築する無線環境工事を予定しているものです。

この工事で学習館及びコスモスプラザのエントランスや会議室等で、フリーＷｉ－

Ｆｉの利用が可能となります。両施設のエントランスでは、主に中学生、高校生、成

人が自主学習を行っていますので、その際の学習効率や利便性が向上いたします。

また、各会議室では利用者の利用方法が広がりますし、町の成人講座や青少年体験

事業等もウェブを活用した企画が可能となります。 

 続いて２目めくばーる学習館費です。予算額４,３２５万６,０００円で、前年度

比４８８万３,０００円の減となります。めくばーる学習館等の維持管理費が主な支

出内容となります。減額の主な要因は、修繕料及び工事請負費の減です。 

 １０節需用費の修繕料９２万９,０００円の中で、学習館の油圧式エレベーターＶ

ベルトの取り替え、雨水浸透式管清掃等の修繕を行います。 

 予算書の１１６ページをお願いします。 

 １４節工事請負費２４４万７,０００円の中で、学習館、ホール等の非常灯、誘導

灯のＬＥＤ化工事を行います。 

 続きまして、３目公民館費です。予算額９６７万円で、前年度比１１２万１,００

０円の増となっております。公民館費は、公民館長の報酬、高齢者学級及び公民館講

座の講師謝金、青少年事業の運営等が主な支出内容です。増額の主な要因は、１１７

ページをお願いします。 

１２節委託料２７９万１,０００円の中で２つの新規事業に取り組みます。 

 一つは、青少年体験活動として中学生を対象に、筑前町では体験しづらい職業体

験、先進技術体験を北九州に建設されたデジタル体験施設等を利用して行うもので

す。具体的にはプログラミングの講座やユーチューバーとしての職業体験、ｅスポ

ーツプロゲーマーとしての職業体験、最新型ドローンの体験等を行います。 

 二つが、高齢者向けのスマホ教室です。木村委員から出されています、スマホ教室

の内容についての回答ですが、さきに説明をいたしましたコスモスプラザ及びめく

ばーる学習館のＷｉ－Ｆｉ環境を活用しまして、高齢者向けのスマホ説明会を年間

十数回程度を予定をしております。説明会では、急速に進むデジタル化に高齢者が

取り残されないよう、スマートフォンの基礎的な操作方法から写真や動画のとり方、

町の公式ＬＩＮＥの紹介や登録方法、各種アプリの使い方、ストリートビューやマ

ップの使い方、悪質なサイトについての注意事項等の学習を行い、高齢者の方々が

スマホの楽しさや便利さを実感できるような内容にしたいと考えています。 

 次に、１８節負担金補助及び交付金の地域リーダー育成プログラム負担金２５万

５,０００円は、令和５年度に引き続き筑前町、小郡市、大刀洗町の広域で青少年育

成事業に取り組むものです。 

 続いて、４目公民館支館費です。予算額６２３万２,０００円で、前年度比２３０

万９,０００円の増となっております。公民館支館費は、コスモスプラザ各会議室、

公民館支館等の経常的な維持管理に係る経費が主な支出内容です。増額の主な要因
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は、１７節備品購入費で階段昇降車を計上したことによるものです。公民館支館は

古い施設でエレベーターやスロープがなく、車椅子利用者の方等が２階の集会室を

利用するには人力で車椅子を抱えて移動するしかありませんでしたが、階段昇降車

を導入することで車椅子に乗ったまま昇降車で２階に行くことができるようにな

り、利便性が向上します。階段昇降車はキャタピラで駆動します。キャタピラは車輪

より接地面積が大きいため、急勾配や段差があっても走行が可能です。この特性に

より、安全に階段を昇降することができる仕組みとなっています。 

 続きまして、５目コスモス図書館費です。予算額４,４５８万１,０００円で、前年

度比１,０８７万７,０００円の減額です。主な支出は、図書館運営業務委託料及び

図書システム使用料、雑誌、新聞、書籍等の図書資料購入費です。減額の主な要因

は、令和５年度に実施した図書システム端末等の更新業務の完了によるものです。 

 予算書１１８ページをお願いします。 

 １７節備品購入費５５２万円につきましては、図書資料として書籍３,２００冊程

度の購入を予定しております。 

 続いて、６目めくばーる図書館費です。予算額４,２６２万６,０００円で、前年度

比５万１,０００円の増額です。１０節需用費のうち修繕料７１万６,０００円は、

事務所配管設備の修繕、ＬＥＤの修繕等を予定しております。 

 決算書１１９ページをお願いします。 

 １７節備品購入費５４０万５,０００円は、書籍３,１００冊程度の購入を予定し

ています。 

 続きまして、予算書１２０ページをお願いします。 

 ８目文化振興費です。予算額４,６４２万円で、前年度比１,１５４万８,０００円

の増額です。文化振興費の主な支出は、めくばーる町民ホール、コスモスプラザふれ

あいホールの舞台装置、吊物、照明、音響等の維持管理、保守点検及びオペレーター

業務委託費、自主文化事業の経費、文化協会の補助等になります。増額の主な要因

は、１２節委託料のうち自主文化事業委託料５２０万円の中で２０周年記念特別講

演会を予定し増額したこと。なお、記念講演の詳細はこれから決定をしていきます。 

 また、１４節工事請負費に２,４２４万９,０００円を計上し、町民ホールの操作

盤機器取替、制御盤機器取替、リミットスイッチ交換、また、ふれあいホールのリミ

ットスイッチ及び開閉用ライナー等の更新工事を予定していること。なお、今回の

工事は両ホールの使用開始から既に２０年以上が経過しており、老朽化による事故

が懸念されることから計画をしているものです。そして、１７節備品購入費に３５

５万円を計上し、和太鼓の購入を予定していることが増額の主な要因です。 

 木村委員から出されています、備品購入の太鼓について説明をという質問に対す

る回答ですが、今回の計上ではまず、現在の町の備品として所有している１尺８寸

の桶胴太鼓のばちで叩く部分、これを面と呼びますが、この面部分の老朽化が激し

いため、面用の皮１０面分を購入し張り替えを行います。また、新規に１尺６寸の長

胴太鼓４台の購入を予定しております。 

 田中委員から質問のあっている、どこの団体用の物かの質問の回答についてです

が、今回購入する太鼓は町の備品になりますので、特定の団体の専有物ではなく、申

込みに応じて必要な団体に貸し出しを行うものとなります。現状、町が所有してい

る和太鼓は、主に、町内の太鼓団体に貸し出しを行っており、町主催のイベントや災

害支援等のチャリティーコンサート、町内行政区の夏祭りや老人施設等、種々のイ

ベントや施設で演奏を披露し、町の活性化やＰＲ、また、青少年の健全育成等、町の

生涯学習推進に貢献をされているところです。 

 続きまして、少し飛びまして、１２３ページをお願いします。 
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 ９款１０項１目保健体育総務費です。予算額８５５万２,０００円で、前年度比１

０１万円の増となっております。保健体育総務費は、スポーツ推進委員会に係る経

費やスポーツフェスタ事業委託料、体育協会、スポーツ少年団への補助が主な支出

内容です。増額の主な要因は、１２節委託料１０６万４,０００円の中で、スポーツ

フェスタの各大会を２０周年記念大会と位置づけ委託料を増額したこと。また、ス

ポーツフェスタの一つであるうぐいすマラソンの会場設置委託に関して、雨天時用

のテント設置を追加したこと等によるものです。 

 続きまして、２目体育施設費です。予算額９,８９６万５,０００円で、前年度比

４,８４９万円の増となっております。体育施設費は、柔剣道場、グラウンド、町民

プールといった体育施設の維持管理費及び各体育施設の夜間照明灯を含む光熱水費

が主な支出内容です。増額の主な要因は、予算書の１２４ページをお願いします。 

１２節委託料内に、三輪小学校柔剣道場改修工事の設計委託及び施工監理委託料

を計上したこと、また、１４節工事請負費に三輪小学校柔剣道場が建築から３５年

以上経過し、床を支える金属製の土台、パーティクルボード材、フローリング床材の

老朽化が激しく、事故等が懸念されるため、金属製の土台部分を含めた床面の全面

張替改修工事５,４８７万６,０００円を計上したこと等によるものです。 

 これで生涯学習課の説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

委 員 長   説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 奥村委員 

奥村委員  １１４ページの委託料、１２節の委託料ですが、スマホ教室委託料という説明が

ございましたけど、この実施時間とか場所とか申込み人員の限度があるのかとか、

そんなのをちょっとお尋ねしたいんですが。 

委 員 長   生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 詳細については今後詰めていく部分も多々ありますけれども、１回あたりの人数

は１０名程度を想定しているところです。場所につきましては、できるだけ今度構

築するＷｉ－Ｆｉの環境を利用して行いたいので、めくばーるとコスモスプラザが

中心になると考えています。 

 以上です。 

委 員 長   奥村委員 

奥村委員  時期的にはいつぐらいから。 

委 員 長   生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 Ｗｉ－Ｆｉ工事が終了してからとなりますので、後半の１０月、１１月になろう

かと思います。 

委 員 長   原田宏委員 

原田宏委員  先般、たしか図書館の利用についてアンケート調査があったと思うんですけど、

生涯学習課でよかったですかね。これの目的と結果はどうなったのか分かりますか。 

委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 現在、図書館は委託して運営しているわけですけれども、現在の町民の皆様方の

図書館に対する評価を確かめるのが目的でございます。結果については、現在詳細

についてを分析というか検証しているところで、結果が出そろいましたらまたご報

告させていただきたいと思います。 

委 員 長   木村委員 
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木村委員  全般に委託料がかなり上がっていると。あと、光熱費も上がっていると。使用料を

取っている各施設など施設の値上げとか、今後どうされるのかお伺いします。 

委 員 長   生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 来年度に会計士にお願いいたしまして、妥当な使用金額というのがどのくらいの

ものかというのを算定していただくことになっております。その結果を見て、検討

させていただきたいと思います。 

委 員 長   ほかに質疑はございませんか。 

 池松委員 

池松委員  教育費の柔剣道場改修についてなんですが、時期と、その間の柔剣道の活動場所

はどう考えているかというところをお願いします。 

委 員 長   生涯学習課長 

生涯学習課長 

 

 お答えします。 

 時期はまだ確定しておりませんが、利用団体等としっかりと協議しながらなるべ

く影響が少ない時期に実施したいと考えております。 

委 員 長   これで質疑を終わります。 

 以上で、生涯学習課の予算説明を終わります。 

委 員 長   これで歳出を終わります。 

 一般会計予算の歳出の審査が終了しました。 

散  会  

委 員 長   本日はこれで散会をします。 

 あしたは午前１０時から会議を開きます。 

 お疲れさまでした。 

（１６：０１） 

 


